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一
克
代
の
命
令
文
書
の
開
讃
に
つ
い
て

一一一一

l
四
世
紀
、

1公

差
口

之

田

お五四三二ーは

じ

め

に

使
臣
の
迭
迎
と
開
讃
を
め
ぐ
る
稽
制
規
定
の
成
立
過
程

詔
赦
官
の
迭
迎
と
詔
赦
の
開
讃

聖

旨

の

開

讃

ハ
ラ
ホ
ト
文
書
に
み
え
る
開
讃

開
讃
後
の
庭
理

わ

り

に

は

じ

め

ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
大
宇
を
覆
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
文
書
行
政
に
お
い
て
、

フ
ビ
ラ
イ

O
ロ
E
F
H
(忽
必
烈
、
佐
組
)
期
は
一

モ
ン
ゴ
ル
語
命
令
文
書
・
「
蒙
丈
直
諜
瞳
」

つ
の
書
一
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
継
承
し
つ
つ
、

の
定
型
化
、

パ
ク
パ
リ
℃
}
石
川
山
印

官
(
八
思
巴
)
字
の
制
定
、
丈
字
・
言
語
の
教
育
制
度
の
設
立
、
丈
童
日
行
政
制
度
の
確
立
が
一
気
に
進
め
ら
れ
た
(
杉
山
一
九
九
O
b
、
四
五
二

ー
四
五
三
頁
、
高
橋
一
九
九
一
、
四
二
一
l
四
一
九
頁
、
中
村
・
松
川
一
九
九
一
二
、

一
五
l
一
九
、
二
六
l
二
七
頁
、
宮
二
0
0

一
二
二
百
ハ
、
{
呂
二

0
0

三
、
七
九
1

八
O
頁
、
松
井
二
O
O
一
、
三
五
頁
)
。
す
な
わ
ち
、
中
園
の
複
雑
な
公
文
書
館
系
を
包
掻
し
つ
つ
、

モ
ン
ゴ
ル
語
で
護
せ
ら
れ
る
ジ

ヤ
ル
リ
ク

Y
ュ
ミ
(
聖
旨
。
本
稿
で
は
主
と
し
て
漢
語
史
料
に
依
嫁
す
る
た
め
、
以
下
「
聖
旨
」
と
表
記
す
る
)
を
頂
貼
と
す
る
大
元
濁
自
の
文
書
行
政
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シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
聖
旨
を
始
め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
命
令
丈
書
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
研
究
が
進
展
し
て
お
り
、
書
式

(
1
)
 

の
分
析
や
史
料
と
し
て
の
活
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
丈
書
行
政
の
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
言
及
を
除
い
て
本
格

(
2
)
 

的
な
研
究
は
い
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た
賦
況
に
鑑
み
、
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
研
究
及
び
漢
語
公
丈
書
研
究
の
必
要
性
を
指

摘
し
た
上
で
、
若
干
の
卑
見
を
提
示
し
た
こ
と
が
あ
る
(
松
田
二
O
O
三
b
)
0

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
導
か
れ
つ
つ
、
開
語
、
す
な
わ
ち
命
令
文
書
を
開
封
し
て
宣
讃
す
る
手
積
き
に
焦
賠
を
嘗
て
た
い
。
こ
れ
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
こ
の
行
活
が
丈
書
行
政
の
運
用
の
一
つ
の
重
要
な
段
階
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
命
令
丈
書

の
内
容
が
数
力
を
も
っ
瞬
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
儀
躍
的
な
手
績
き
を
権
威
の
表
示
と
も
捉
え
得
る
。

こ
の
間
謹
と
い
う
手
績
き
に
初
め
て
着
目
し
た
の
は
、
中
村
・
松
川
一
九
九
三
で
あ
る
。
「
少
林
寺
聖
旨
碑
」
の
研
究
に
お
い
て
、
「
丈
書
行

政
の
流
れ
」
の
一
節
を
設
け
、
「
命
令
文
は
、
使
臣
が
そ
の
丈
書
を
携
え
命
令
封
象
者
の
も
と
へ
赴
き
、
目
の
前
で
「
聞
謹
」
、

聞
い
て
口
頭
で
惇
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
(
一
四
頁
)
と
推
測
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
料
の
不
足
も
あ
り
、
み
ず
か
ら
述
べ
る
よ
う
に

つ
ま
り
文
書
を

「
一
つ
の
案
」
(
一
五
頁
)
に
止
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
な
お
具
瞳
的
な
賦
況
は
み
え
て
こ
な
い
。

こ
れ
に
釘
し
て
、
筆
者
は
、
聖
旨
が
閑
語
さ
れ
た
現
場
の
賦
況
を
惇
え
る
石
刻
史
料
を
紹
介
し
(
松
田
二
O
O
一一一
b
、
一一一九
l
一一一一一一頁)、

詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
(
松
出
二
O
O
四
)
。
こ
れ
を
受
け
て
課
題
と
な
る
の
は
、
命
令
文
書
の
開
謹
に
闘
し
て
ど
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ

た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
制
度
史
の
嗣
角
か
ら
開
讃
に
闘
す
る
規
定
の
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

『
大
一
冗
聖
政
園
朝
典
章
』
(
以
下
、
『
元
典
章
』
)
な
ど
の
公
文
書
集
成
史
料
や
、

ハ
ラ
ホ
ト

O
R
Z
o
g
出
土
漢
語
文
書
を
用
い
て
、
そ
の
形
式

や
手
順
な
ら
び
に
そ
れ
を
と
り
ま
く
回
除
史
賦
況
を
考
察
し
、
元
代
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
研
究
の
一
礎
石
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
設
定
す
る
課
題
が
受
け
る
制
約
と
し
て
、
開
謹
に
つ
い
て
具
瞳
的
・
瞳
系
的
・
包
括
的
に
規
定
し
た
ま
と
ま
っ
た
史
料
は
管

見
の
限
り
存
在
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
関
連
す
る
ま
と
ま
っ
た
史
料
と
し
て
は
、
『
元
典
章
』
典
章
二
八
・
曜
部
巻
一
・
櫨
制

651 

迎
迭
(
以
下
、
『
元
典
章
』
迎
迭
と
略
記
)
の
項
及
び

『
大
元
通
制
係
格
』
(
以
下
、
『
一
遇
制
候
格
』
)
巻
八
・
儀
制
・
賀
謝
迎
迭
(
以
下
『
通
制
篠

十

「
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格
』
賀
謝
迎
送
と
略
記
)
所
取
の
候
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
命
令
文
書
を
携
え
て
祇
遣
さ
れ
る
使
臣
の
迭
迎
を
封
象
と

し
た
規
定
で
、
聞
謹
そ
の
も
の
に
針
す
る
そ
れ
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
を
主
軸
に
置
き
つ
つ
、
各
種
史
料
に
分
散
す
る
規

定
・
描
寓
を
牧
集
し
て
再
構
築
す
る
の
が
安
首
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
根
本
的
な
制
約
と
し
て
、
中
圃
地
域
(
本
稿
で
は

2
5日
官

03H

を
こ
の
語
で
表
現
す
る
)
の
賦
況
を
描
い
た
史
料
に
大
き
く
偏
向
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
断
っ
て
お
き
た
い
。

使
臣
の
迭
迎
と
開
誼
を
め
ぐ
る
瞳
制
規
定
の
成
立
過
程

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

フ
ピ
ラ
イ
は
即
位
後
、
パ
ク
パ
字
、
公
丈
書
の
書
式
や
翻
詩
文
瞳
な
ど
と
い
っ
た
い
わ
ば
文
書
行
政
の
ソ
フ
ト
を

制
定
し
て
い
く
。
こ
れ
と
同
時
に
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
丈
字
・
言
語
教
育
制
度
、
そ
し
て

文
書
行
政
制
度
と
い
っ
た
ハ

l
ド
面
の
整
備
も
進
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
至
元
三
年
(
一
一
一
六
六
)
l
八
年
(
一
二
七
二
頃
に
行
わ

れ
た
。さ
て
、
命
令
文
書
の
開
謹
は
、
丈
童
百
行
政
の
一
段
階
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
儀
瞳
的
側
面
も
帯
び
て
い
る
。
震
令
針
象
者
が
皇
帝
す
な
わ
ち

ハ
l
ン
宮
古
ロ
か
ら
の
命
令
を
受
け
る
一
連
の
儀
式
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
命
令
丈
書
は
使
臣
の
手
に
よ
っ
て
護
令
先
ま
で
迭
達
さ

れ
、
各
官
府
の
人
員
や
宗
教
闘
係
者
な
ど
の
護
令
針
象
者
は
、
規
定
に
そ
っ
て
、
使
臣
を
出
迎
え
、
命
令
文
書
を
受
領
し
、
そ
れ
が
閑
語
さ
れ

る
の
を
聴
い
た
。

地
方
官
が
こ
う
し
た
使
臣
を
出
迎
え
て
聞
誼
に
至
る
ま
で
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
先
迷
の
よ
う
に
「
元
典
章
』
迎
迭
の
項
に
牧
め
ら
れ
る
。

本
節
で
は
、
こ
う
し
た
規
定
の
初
期
段
階
に
お
け
る
成
立
過
程
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
過
程
は
、
『
元
典
章
』
迎
迭
の
冒
頭
に
置

(
3
)
 

か
れ
る
「
迎
接
合
行
嘩
数
」
に
み
え
る
。

「
大
司
農
・
御
史
中
丞
粂
領
侍
儀
司
事
が
、
至
元
八
年
十
一
月
十
五
日
に
、

ゆ
る

オ
ル
ド
で
奏
し
て
准
さ
れ
た
一
『
聖
節
〔
皇
帝
の
誕
生
日
〕
・

元
日
・
詔
赦
な
ら
び
に
各
官
が
受
け
る
宣
救
に
遇
、
つ
ご
と
に
、
連
境
の
軍
官
に
つ
い
て
は
再
び
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
、

ほ
か
の
諸
路
の

十
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官
員
は
、
ま
さ
に
各
官
に
[
そ
の
]
品
階
に
よ
っ
て
自
ら
遣
っ
た
公
服
に
よ
っ
て
、
出
迎
え
て
穫
を
行
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か』
0

[

欽
]
奉
し
た
聖
旨
一
『
遺
境
の
軍
官
以
外
は
、
そ
の
よ
う
に
せ
よ
』
。
欽
此
。
す
で
に
呈
丈
に
て
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
今
擦
け
た

侍
儀
司
の
申
一
『
奮
例
を
参
照
し
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
外
路
の
官
員
は
、
も
し
聖
節
・
元
日
・
詔
赦
な
ら
び
に
各
官
が
受
け
る
宣
救
に

遇
え
ば
、
そ
の
場
合
の
儀
躍
は
、
箇
候
書
き
に
し
て
申
丈
に
て
報
告
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
ま

さ
に
行
う
べ
き
儀
穫
が
あ
り
、
逐
次
調
査
検
討
し
て
申
丈
に
て
報
告
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
』
と
の
こ
と
で
し
た
。
呈
丈
を
添
附
い
た
し
ま
す
」
o

中
書
省
は
確
認
し
て
慮
理
す
る
〔
ょ
う
仰
せ
つ
け
る
〕
0

案
件
の
内
容
な
ら
び
に
、
檀
部
に
所
属
す
る
侍
儀
司
の
申
丈
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
保
丈
内
の
呈
丈
の
主
瞳
は
、
中
書
省
櫨
部
と
確
定
で

き
る
。
そ
し
て
、
本
候
文
は
、
『
一
克
典
章
』
迦
迭
の
目
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
内
容
か
ら
も
、

(
4
)
 

の
迭
迎
に
閲
す
る
規
定
の
鏑
矢
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

フ
ビ
ラ
イ
政
権
に
よ
る
使
臣

オ
ル
ド

OHE
に
お
い
て
、
大
司
農
御
史
中
丞
粂
領
侍
儀
司
事
の
ボ
ロ
ト

E
E
(字
転
一
は
、
遺
境
の
軍
官
を
除

(
6
)
(
7
)
 

く
外
路
の
官
員
が
聖
節
・
元
日
の
際
の
儀
瞳
、
詔
赦
や
宣
救
の
任
命
書
を
受
け
取
る
際
の
迭
迎
及
び
そ
の
際
の
儀
躍
に
つ
い
て
の
規
定
化
に
つ

至
元
八
年
(
一
二
七
一
)
、

い
て
上
奏
す
る
。
『
元
史
」
巻
七
・
世
租
本
紀
四
・
至
元
八
年
十
一
月
乙
亥
に
こ
れ
と
封
磨
す
る
記
事
が
み
え
る
。

劉
乗
忠
及
び
王
磐
・
徒
車
公
履
等
が
一
言
、
つ
の
に
一
「
元
日
・
朝
合
・
聖
節
・
詔
赦
及
び
百
官
の
宣
救
に
つ
い
て
は
、
公
服
を
そ
ろ
え
て
出

迎
え
て
曜
を
行
う
べ
き
で
す
」
o

こ
れ
に
従
っ
た
。

つ
ま
り
、
ボ
ロ
ト
の
上
奏
は
、
劉
乗
忠
・
王
磐
・
徒
草
公
履
ら
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
彼
ら
と
の
論
議
を
経
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
『
元
史
』
巻
六
七
・
瞳
梁
志
一
・
制
朝
儀
始
末
に
み
え
る
以
下
の
く
だ
り
を
み
て
お
き
た
い
。

世
組
至
元
八
年
秋
八
月
己
未
に
、
初
め
て
朝
儀
を
立
て
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
至
元
六
年
(
一
二
六
九
)
春
正
月
甲
寅
に
、
太
保
劉
乗
忠
・

大
司
農
ボ
ロ
ト
が
旨
を
奉
じ
て
、
超
乗
温
・
史
紅
に
命
じ
て
前
代
の
櫨
儀
を
知
る
者
を
訪
問
し
て
朝
儀
を
賓
習
さ
せ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

653 

乗
忠
が
奏
し
て
い
う
こ
と
に
は
二
二
人
は
こ
れ
を
習
い
、
こ
れ
を
理
解
し
た
け
れ
ど
も
、
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
。
旨
を
得
て
、
十

十

「
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人
を
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
遂
に
儒
生
周
鐸
・
劉
允
中
・
向
丈
・
岳
比
・
闘
思
義
・
侯
祐
賢
・
斎
琉
・
徐
汝
嘉
を
召
し
て
、
亡
金
の

故
老
の
烏
古
倫
居
貞
・
完
顔
復
昭
・
完
顔
従
愈
・
葛
従
亮
・
子
伯
儀
、
及
び
園
子
祭
酒
許
衡
・
太
常
卿
徐
世
隆
に
従
っ
て
、
諸
も
ろ
の
古

典
を
比
較
・
検
討
し
、
時
宜
に
よ
っ
て
折
衷
し
、
一
吐
舎
の
通
念
に
沿
っ
て
制
度
を
定
め
て
、
こ
れ
を
賓
習
さ
せ
、
百
日
で
終
了
し
た
。

こ
の
記
事
か
ら
至
元
八
年
八
月
に
朝
儀
を
立
て
た
こ
と
、

そ
れ
に
先
立
つ
至
元
六
年
か
ら
、
劉
乗
忠
・
ボ
ロ
ト
を
中
心
と
し
て
、
儒
者
や
大

(

8

)

(

9

)

 

金
の
遺
臣
ら
に
朝
儀
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
間
、
儀
躍
を
掌
る
官
府
で
あ
る
侍
儀
司
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

盟
制
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
『
元
典
章
」
所
収
の
ボ
ロ
ト
の
上
奏
は
、
こ
の
朝
儀
策
定
の
流
れ
の
一
環
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

同
日
に
、
「
建
国
競
詔
」
が
出
さ
れ
て
お
り
(
『
元
史
』
を
七
・
世
租
本
紀
四
・
至
元
八
年
十
一
月
乙
亥
、
『
元
典
章
』
典
章
一

詔
令
巻
一

-
E組
聖
徳
神

功
丈
武
皇
帝
・
建
園
競
一
詔
)
、
ま
さ
に
首
時
進
め
ら
れ
て
い
た
圃
家
建
設
・
制
度
整
備
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ボ
ロ
ト
の
上
奏
で
は
、
品
階
に
庭
じ
た
公
服
で
の
迭
迎
及
び
儀
瞳
が
提
案
さ
れ
、

フ
ビ
ラ
イ
に
裁
可
さ
れ
る
。
こ
れ
を
経
て
頒
布
さ
れ
た
具

瞳
的
な
規
定
に
つ
い
て
は
、
引
用
文
の
後
に
箇
係
書
き
で
掲
げ
ら
れ
る
(
『
元
典
章
」
は
四
僚
の
み
、
『
遇
制
依
格
』
は
六
僚
を
載
せ
る
)
。
な
お
、
至

元
八
年
十
一
月
十
五
日

(
U
乙
亥
)
と
い
う
の
は
、
上
奏
の
期
日
で
は
な
く
、
最
終
的
に
こ
の
規
定
が
中
書
省
に
よ
っ
て
宣
布
さ
れ
た
期
日
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、
ボ
ロ
ト
・
劉
乗
忠
が
中
心
と
な
っ
て
、
侍
儀
司
や
瞳
部
で
こ
の
草
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
以
上
の
記
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

(
日
)

そ
し
て
、
『
元
典
章
』
中
で
侍
儀
司
が
参
照
し
た
「
奮
例
」
と
は
、
金
制
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
金
の
遺
臣
が
参
書
一
し
て
い
る
こ
と
、
参

輿
し
た
人
員
に
金
制
に
詳
細
な
人
物
を
訪
問
し
て
賓
習
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
『
元
史
」
が
惇
え
る
貼
と
合
致
す
る
。
金
制
を
参
考
に
し
て
、

な
お
か
つ
各
種
の
古
典
、
各
代
の
制
度
を
比
較
・
検
討
し
、
昔
時
の
(
署
員
情
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
朝
儀
を
中
心
と
す
る
一
連
の
儀
曜
関
係
の
制

度
を
構
築
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
引
『
元
史
』
巻
七
・
世
組
本
紀
四
・
至
元
八
年
十
一
月
乙
亥
に
、
績
け
て
、

金
の
泰
和
律
を
行
う
の
を
禁
じ
た
。

(
日
)

と
あ
る
賭
も
注
目
さ
れ
る
。
本
節
で
み
た
、
開
誼
を
め
ぐ
る
耀
制
規
定
成
立
も
、
元
制
の
整
備
、
換
言
す
れ
ば
金
制
か
ら
元
制
へ
の
移
行
あ
る
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い
は
踏
襲
の
一
環
で
あ
っ
た
。

詔
赦
官
の
迭
迎
と
詔
赦
の
開
讃

前
節
で
は
、
使
臣
の
迭
迎
と
開
誼
を
含
む
櫨
制
成
立
の
歴
史
的
過
程
を
概
観
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
至
元
八
年
(
一
二
七
一
)
に
制
定
さ

れ
た
規
定
は
、
現
存
史
料
で
確
認
で
き
る
限
り
、
六
箇
係
で
あ
っ
た
。
本
稿
と
本
質
的
に
闘
わ
る
の
は
、
こ
の
う
ち
、
地
方
の
路
に
お
け
る
迭

詔
赦
官
(
詔
赦
を
送
達
す
る
官
。
以
下
「
詔
赦
官
」
と
略
稽
)
の
迭
迎
と
詔
赦
の
聞
謹
に
つ
い
て
規
定
し
た
第
二
候
で
あ
る
。

一
、
外
路
で
詔
赦
を
出
迎
え
て
拝
躍
す
る
。
詔
赦
を
迭
る
官
が
随
路
に
到
れ
ば
、
先
ず
人
を
遣
し
て
報
せ
、
班
首
は
す
ぐ
に
僚
属
・
吏
従

の
人
等
を
率
い
て
、
儀
従
・
音
楽
・
[
総
輿
〔
詔
赦
を
置
く
輿
〕
・
]
香
輿
〔
香
燈
を
置
く
輿
〕
を
用
意
し
て
、
城
郭
の
外
に
詣
で
て
出
迎
え

っ
か
わ

る
。
詔
赦
を
迭
る
官
に
ま
み
え
れ
ば
、
す
ぐ
に
道
の
脇
に
下
馬
す
る
。
差
さ
れ
た
官
も
下
馬
し
、
詔
赦
を
取
り
だ
し
て
、

[
恭
し
く
]

[
総
]
輿
の
中
に
置
く
。
班
首
は
香
輿
の
前
に
詣
で
、
上
香
し
お
わ
れ
ば
、
差
さ
れ
た
官
は
上
馬
し
て
輿
の
後
に
績
き
、
班
首
以
下
も
皆

な
上
馬
し
て
後
に
従
い
、
鉦
と
鼓
を
鳴
ら
し
て
梁
を
な
し
、
先
導
し
て
公
所
に
至
り
、
正
門
よ
り
入
る
。
差
さ
れ
た
官
は
下
馬
す
る
。
執

(ロ)

事
す
る
者
が
先
ず
庭
で
、
闘
を
仰
ぎ
望
み
、
詔
赦
の
案
〔
机
〕
及
び
香
案
〔
香
嘘
・
燭
室
等
を
の
せ
る
机
〕
な
ら
び
に
樗
位
〔
錦
の
座
布
園
が

敷
か
れ
た
座
席
〕
を
設
け
、
ま
た
差
さ
れ
た
官
の
樗
位
を
案
の
西
に
設
け
、

さ
ら
に
ま
た
床
〔
寝
墓
〕
を
案
の
西
南
に
設
け
る
。
差
さ
れ
た

官
は
詔
赦
を
取
り
だ
し
、
案
に
置
く
。
紙
輿
・
香
輿
は
と
も
に
退
け
る
。
差
さ
れ
た
官
は
グ
制
有
り
μ

と
栴
え
る
。
合
国
す
る
と
、
班
首

以
下
は
皆
な
二
度
拝
躍
し
、
班
首
は
や
や
前
に
進
ん
で
脆
き
、
上
香
し
お
わ
れ
ば
、
元
の
位
置
に
戻
り
、
ま
た
二
度
拝
植
す
る
。
差
さ
れ

た
官
は
詔
赦
を
取
り
だ
し
、
知
事
に
授
け
る
。
知
事
は
脆
い
て
受
け
と
り
、
上
名
の
司
吏
二
員
は
、
詔
赦
を
そ
ろ
っ
て
雨
手
で
捧
げ
持
ち
、

と
も
に
陸
っ
て
宣
誼
す
る
。
臨
席
す
る
も
の
は
皆
な
脆
き
、
聴
く
。
讃
み
お
わ
る
と
、
詔
赦
を

[
恭
し
く
]
案
[
の
上
]

に
置
き
、
知
事

等
は
元
の
場
所
に
戻
り
、
班
首
以
下
は
皆
な
二
度
拝
躍
し
、
舞
踏
し
て
叩
頭
し
、
高
歳
を
三
度
栴
え
る
【
官
吏
が
叩
頭
す
る
閥
、
公
吏
等
は

655 

相
廃
じ
て
高
ら
か
に
寓
歳
を
一
一
一
呼
す
る
】
。
そ
の
ま
ま
拝
瞳
し
、
起
ち
上
が
り
、
ま
た
二
度
奔
瞳
し
お
わ
れ
ば
、
班
首
以
下
は
、
差
さ
れ
た
官

十
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656 

(
日
)

と
膳
前
で
封
面
し
、
植
が
終
わ
れ
ば
、
差
さ
れ
た
官
は
行
き
、
班
首
は
僚
属
・
公
吏
・
音
楽
を
率
い
て
、
城
門
外
ま
で
迭
っ
て
退
く
。

こ
こ
で
は
、
外
路
の
官
吏
が
詔
赦
を
携
え
た
使
臣
を
迎
え
、
詔
赦
の
開
謹
を
中
心
と
す
る
儀
植
を
奉
行
し
、
使
臣
を
見
送
る
ま
で
の
形
式
が

詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
儀
躍
の
形
式
は
、
『
大
金
集
稽
』
巻
二
四
・
赦
詔
・
外
路
判
一
拝
赦
詔
に
お
け
る
そ
れ
と
ほ
ぼ
合
致
す

(
H
H
)
 

る
。
そ
れ
は
、
内
容
の
み
な
ら
ず
字
句
に
至
る
ま
で
か
な
り
の
程
度
重
な
り
合
う
の
で
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
う

し
た
櫨
制
は
、
金
制
を
参
考
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
雨
者
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
貼
に
い
た
る
ま
で
金
制
を
踏
襲

(
日
)

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
大
金
集
櫨
』
に
み
え
る
「
長
官
」
「
都
日
」
は
、
前
引
史
料
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
班
首
」
「
知
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

班
首
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
小
林
・
岡
本
一
九
六
四
(
一
一
一
七
八
頁
、
註
八
)
や
方
二

O
O
一
(
三
四
五
l
三
四
六
頁
、
註
六
)
が
述
べ

る
よ
う
に
、
路
側
で
こ
の
儀
曜
に
参
興
す
る
メ
ン
バ
ー
の
中
で
官
位
の
最
も
高
い
者
が
班
首
と
な
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
方
一
一

O
O
一
も
言

及
す
る
閲
連
記
事
を
以
下
に
み
て
い
き
た
い
。

至
元
三
十
一
年
(
一
二
九
四
)
十
一
月
、
中
主
日
省
一
「
河
南
省
の
杏
二
宣
使
を
迎
え
て
詔
を
受
け
取
る
こ
と
、
国
家
の
祭
把
な
ら
び
に
朔

望
の
行
香
は
、
た
だ
守
土
の
有
司
だ
け
が
班
首
と
な
る
。
行
植
密
院
を
立
て
て
以
来
、
鎮
守
の
軍
官
も
民
官
と
と
も
に
班
首
と
な
り
た
が

っ
て
い
る
』
。
『
礎
部
が
議
し
た
と
こ
ろ
、
上
項
の
事
理
は
ま
さ
に
守
土
の
官
員
が
班
首
と
な
る
と
い
う
の
に
准
じ
る
べ
き
で
す
」
。
都
省

ゆ
る

は
擬
案
を
准
す
」
(
「
通
削
候
格
』
巻
八
・
儀
制
・
賀
謝
迎
迭
・
一
一
一
一
一
六
)
0

詔
の
受
領
な
ど
の
儀
穫
に
お
い
て
は
、
守
土
の
有
司
す
な
わ
ち
路
府
州
牒
と
い
っ
た
地
方
行
政
官
府
の
官
僚
が
班
首
と
な
る
と
い
う
原
則
で

あ
っ
た
。

一
方
で
、
行
枢
密
院
な
ど
軍
官
も
班
首
と
な
る
こ
と
を
要
求
す
る
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
礎
部
の

検
討
を
経
て
却
下
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。

大
悟
元
年
(
一
二
九
七
)

月
、
松
江
府
が
奉
じ
た
江
川
川
行
省
の
笥
付
一
「
〔
松
江
府
が
〕
よ
こ
し
て
き
た
申
二
本
府
〔
松
江
府
〕
の
達
魯

花
赤
と
寓
戸
松
江
府
達
魯
花
赤
は
、
凡
そ
聖
旨
・
詔
赦
を
閑
語
す
る
時
、
書
聖
節
な
ら
び
に
賀
正
の
時
に
遇
、
っ
と
、
祭
記
・
行
躍
の
班
首

十
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お

く

う

〔
に
は
ど
ち
ら
が
な
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
〕
』
0

移
っ
て
准
け
た
中
書
省
の
杏
一
『
礎
部
に
迭
る
つ
議
し
た
と
こ
ろ
、
松
江
寓
戸
府
は
、

三
品
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
征
行
屯
成
す
る
と
こ
ろ
で
鎮
守
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
不
適
首
で
、
結
局
は
守
土
の
職
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

凡
そ
進
賀
・
行
曜
に
遇
っ
た
場
合
は
、
も
し
守
士
官
を
班
首
と
な
ら
せ
れ
ば
、
躍
に
お
い
て
相
摩
し
い
で
し
ょ
う
九
都
省
は
杏
丈
を
お

向
山
ザ
又
M
U

く
っ
て
上
の
と
お
り
庭
理
す
る
よ
う
請
う
』
。
准
此
。
江
南
の
鎮
守
高
戸
府
は
、
奏
し
て
准
さ
れ
た
屯
守
の
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
鉛

(
市
)

山
・
呉
江
・
江
陰
州
等
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
三
個
の
明
珠
の
虎
符
を
帯
び
る
正
三
品
で
あ
り
、
常
時
鎮
守
し
て
お
り
、
暫
時
征

行
し
て
屯
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
は
同
列
に
論
じ
が
た
い
。
か
え
っ
て
従
五
品
の
州
官
を
班
首
と
な
ら
せ
る
な
ら
ば
、
曜
に
お
い
て
順
首

で
は
な
い
。
杏
を
移
っ
て
中
書
省
に
決
定
さ
せ
た
後
、
今
准
け
た
回
答
の
杏
一
「
種
部
に
迭
る
つ
議
し
た
と
こ
ろ
、
松
江
高
戸
府
は
、
二
一

品
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
結
局
は
守
土
の
職
で
は
な
い
の
で
、
品
級
に
よ
っ
て
班
序
を
決
定
す
る
の
は
難
し
い
で
す
九
も
し
本
部
が
す

で
に
擬
し
た
と
お
り
に
す
れ
ば
、
都
合
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
苔
丈
を
お
く
つ
て
上
の
と
お
り
庭
理
す
る
よ
う
請
う
』
」
(
『
元
典
章
』
典
章

二
八
・
礎
部
巻
一

穂
市リ

朝
賀
・
守
土
官
行
櫨
班
v
白
)

0

松
江
府
(
現
在
の
上
海
一
帯
)
は
、
班
首
を
松
江
府
の
ダ
ル
ガ

E
E言
(
達
魯
花
赤
)
と
高
戸
松
江
府
の
ダ
ル
ガ
の
い
ず
れ
が
な
る
べ
き
か
問

い
合
わ
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
街
江
行
省
は
、
江
南
の
寓
戸
府
は
暫
定
的
で
は
な
く
常
設
的
な
官
府
で
あ
り
、
ま
た
品
階
が
正
三
品
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
従
五
品
の
州
官
が
こ
れ
を
差
し
置
い
て
班
首
に
な
る
の
は
順
首
で
は
な
い
と
の
見
解
を
一
不
し
つ
つ
、
中
央
の
意
向
を
確
認
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
央
す
な
わ
ち
中
書
省
及
び
瞳
部
は
、
松
江
高
戸
府
は
あ
く
ま
で
も
守
土
の
官
司
で
は
な
い
と
の
原
則
論
に
よ
っ
て
裁
定
を
下

し
た
。以
上
か
ら
、
班
首
は
、
有
司
す
な
わ
ち
路
府
州
牒
の
官
に
よ
っ
て
捨
賞
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
般
的
に

は
路
府
州
牒
の
ダ
ル
ガ
が
捨
首
し
た
わ
け
で
あ
る
。
同
時
に
、
軍
官
が
班
首
と
な
ろ
う
と
す
る
拭
況
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
議
論
さ
れ
た
事
例
も

あ
っ
た
こ
と
も
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
央
政
府
と
し
て
は
、
有
司
の
官
に
捨
首
さ
せ
る
と
い
う
原
則
を
貫
く
方
針
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に
あ
っ
た
。
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次
に
、
知
事
に
つ
い
て
。
『
大
金
集
躍
」

般
名

の
封
麿
箇
所
で
は
「
都
日
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
類
推
で
き
る
よ
う
に
、

詞
の
知
事
で
は
な
く
、
地
方
行
政
官
府
を
は
じ
め
と
し
て
各
官
府
に
置
か
れ
た
首
領
官
の
知
事
で
あ
る
。
首
領
官
の
主
な
職
務
は
、
文
書
を
扱

う
こ
と
及
び
層
吏
の
統
括
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
詔
赦
を
受
け
取
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
も
文
書
を
取
り
扱
う
業

務
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
、
知
事
の
職
は
、
路
で
は
経
歴
の
下
に
一
員
あ
る
い
は
二
員
が
置
か
れ
、
府
・
上
州
で
は
一
員
が
置
か
れ
、
中
州
・

下
州
・
牒
に
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
『
元
史
』
巻
九
一

-
百
官
志
七
・
諸
路
線
管
府
/
散
府
/
諸
州
/
諸
膝
)
。
賓
際
に
撲
州
(
現
在

の
山
東
省
郡
城
際
i
河
南
省
池
豚
一
帯
。
た
だ
し
、
『
一
一
九
史
』
虫
色
五
八
・
地
理
志
一
に
よ
れ
ば
上
州
)
が
、
知
事
を
設
置
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

詔
赦
の
受
け
取
り
に
際
し
て
、
流
外
で
あ
る
提
領
案
臆
が
公
服
を
造
る
べ
き
か
、
問
い
合
わ
せ
て
い
る
事
例
も
あ
る
(
「
一
川
典
章
」
典
章
二
九
・

檀
部
巻
二
・
檀
制
二
・
服
色
・
提
控
都
吏
目
公
服
、
『
遇
制
係
格
』
賀
謝
迎
迭
・
百
七
元
九
年
・
二
三
一
)

0

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
詔
赦
を
宣
讃
す
る
の
が
、
祇
遣
さ
れ
た
使
臣
(
こ
こ
で
は
詔
赦
官
)
で
は
な
く
て
、
受
け
取
る
路
側
の
人

員
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
知
事
が
詔
赦
官
か
ら
詔
赦
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
、
属
吏
で
あ
る
司
吏
二
名
が
捧
げ
持
っ
て
、
宣
誼
し
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
『
大
金
集
瞳
」

で
は
、
都
目
が
赦
書
を
受
け
取
り
、
孔
目
官
一
一
名
と
と
も
に
三
名
で
捧
げ
持
っ
て
宣
讃
し
た
。
若
干
の
相
違
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
詔
赦
を
受
け
取
る
地
方
行
政
官
府
側
の
属
吏
が
宣
謹
す
る
酷
で
は
同
じ
で
あ
る
。

従
来
、
「
聖
旨
を
開
讃
す
る
使
臣
(
開
讃
聖
旨
使
臣
)
」
(
『
元
典
章
』
典
章
三
六
・
兵
部
巻
二
了
騨
姑
・
使
臣
・
使
臣
拷
打
結
官
、
「
経
叶
一
大
典
』
姑
亦

[
「
永
山
楽
大
典
」
巻
一
九
四
二
四
・
姑
・
姑
赤
九
]
・
下
・
使
臣
拷
打
姑
官
)
と
い
っ
た
用
例
か
ら
、

つ
ね
に
使
臣
が
命
令
丈
書
の
開
請
を
捨
首
す
る
と

考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
判
断
す
る
材
料
が
少
な
い
が
、
必
ず
し
も
使
臣
が
宣
讃
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
少
な

く
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
聖
旨
・
詔
赦
を
開
謹
す
る
た
め
に
差
し
て
い
く
使
臣
た
ち
(
開
讃
聖
旨
・
詔
赦
、
差
出
去
底
使
臣
毎
)
」

(
『
元
典
章
』
典
章
一
二
六
・
兵
部
巻
一
一
了
謄
姑
・
使
臣
・
山
使
娃
曾
事
理
、
『
経
世
大
典
』
描
赤
・
山
使
徒
一
八
四
国
事
理
[
『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
二
四
・
拍
・
姑
赤

九
]
・
下
)
と
い
う
用
例
か
ら
も
敷
桁
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
の
言
い
回
し
は
、
使
臣
が
開
謹
の
主
瞳
で
あ
る
か
ど
う
か
は
関
係
な
く
、
開
謹
の

た
め
に
祇
遣
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
本
節
で
確
認
し
た
詔
赦
の
開
讃
の
規
定
が
念
頭
に
置
か
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れ
て
い
る
と
理
解
し
た
い
。

使
臣
が
開
讃
を
捨
首
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
奇
異
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
園
都
に
お
け
る
儀
嘩
で
も
皇
帝
自
身
が
命
令
文
書
を

(
灯
)

閑
語
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
使
臣
は
皇
帝
の
代
理
で
あ
る
か
ら
、
首
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

聖

旨

の

開

讃

前
節
で
検
討
し
た
の
は
、
詔
赦
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

(
刊
日
)

モ
ン
ゴ
ル
治
下
に
お
い
て
最
高
の
権
威
を
有
し
た
聖
旨
に
つ
い

て
は
、
ど
う
い
っ
た
手
順
が
踏
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で
引
用
し
た
よ
う
な
詳
細
な
規
定
を
惇
え
る
史
料
は
、
管
見
の
限
り
み
あ
た
ら

な
い
。
そ
こ
で
、

い
く
つ
か
の
関
連
史
料
か
ら
大
ま
か
な
流
れ
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
「
元
典
章
』
迎
迭
・
迎
接
盟
例
を
検
討
す
る
。

至
一
万
十
年
(
一
二
七
三
)
五
月

日
、
中
書
吏
曜
部
一
「
按
け
た
平
灘
路
の
申
一
『
奉
じ
た
尚
書
礎
部
の
符
丈
つ
参
照
し
た
と
こ
ろ
〔
節
略

あ
り
Y
外
路
の
官
が
、
も
し
聖
(
己
日
)
[
節
]
・
元
日
・
詔
赦
に
遇
え
ば
、
な
ら
び
に
祇
遣
さ
れ
た
者
が
外
路
に
宣
を
迭
っ
て
各
官
が
宣

救
を
受
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
儀
曜
は
奉
じ
た
と
お
り
に
施
行
す
る
と
し
て
、
こ
れ
と
は
別
に
宣
を
受
け
る
官
員
が
自
ら
宣
命
を
携
え
て
赴

任
す
る
場
合
、
な
ら
び
に
城
郭
を
出
て
聖
旨
を
出
迎
え
る
場
合
は
、
公
服
で
の
出
迎
え
・
拝
躍
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
各
各
の
儀
瞳
の

き
ま
り
は
見
え
ま
せ
ん
。
申
文
を
迭
っ
て
明
確
な
ご
指
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
』
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
擦
け
た
宣
(
定
路
の
申
一

『
使
臣
の
人
員
が
、
聖
旨
を
携
え
て
、
随
路
で
閑
語
す
る
の
に
遇
、
つ
ご
と
に
、
府
司
(
路
の
役
所
)
の
官
吏
は
城
郭
を
出
て
出
迎
え
る
と

き
、
ま
さ
に
公
服
を
着
用
す
べ
き
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
申
丈
を
迭
っ
て
明
確
な
ご
指
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
』
o

得
此
。
本
部

が
公
議
し
た
と
こ
ろ
、
使
臣
の
人
員
が
、
聖
旨
を
携
え
て
、
随
路
で
閑
語
す
る
と
き
は
、
随
路
の
官
司
は
ま
さ
に
公
服
を
用
意
し
て
迎
接

す
べ
き
と
の
擬
案
を
定
め
る
と
し
て
、
受
宣
官
が
自
ら
宣
命
を
携
え
て
赴
任
す
る
と
き
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
常
例
ど
お
り
に
、
城
郭
を

659 

出
て
出
迎
え
、
然
る
後
に
公
服
を
用
意
し
て
開
誼
を
拝
聴
す
べ
き
と
の
擬
案
を
定
め
ま
し
た
。
呈
丈
を
迭
っ
て
奉
じ
た
中
書
省
の
判
迭
一
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『
大
司
農
・
御
史
中
丞
粂
領
侍
儀
司
事
の
呈
つ
本
部
が
定
め
た
擬
案
ど
お
り
に
す
れ
ば
、
相
麿
で
あ
る

L
。
批
し
て
奉
じ
た
都
堂
の
鈎
旨

一
『
吏
瞳
部
に
迭
り
、
擬
案
を
准
し
て
慮
理
さ
せ
る
』
」
o

本
僚
は
、
幾
重
に
も
わ
た
る
丈
書
の
往
来
を
包
撮
し
て
お
り
、
そ
の
構
造
を
見
極
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
問
題
と
な
る
の
は
、
官

頭
の
年
月
と
向
書
瞳
部
の
符
丈
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
向
書
省
と
い
う
官
府
名
が
存
在
し
た
の
は
、
至
元
七
年
(
一
二
七
O
)
正
月

ー
九
年
(
一
二
七
二
)
正
月
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
、
中
書
省
と
合
併
し
、
名
目
上
は
中
主
目
省
の
名
を
冠
し
た
(
大
島
一
九
八
九
、
コ
了
四
頁
、

田
中
二
0
0
0
、
四
一
八
頁
)
0

つ
ま
り
、
本
僚
の
前
宇
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
に
、
向
書
省
瞳
部
の
符
丈
を
受
け
取
っ
て
い
た
平
線
路
(
現

在
の
河
北
省
唐
山
市
東
部
か
ら
秦
皇
島
市
昌
禁
豚
の
一
月
巾
)
が
、
至
一
冗
十
年
五
月
あ
る
い
は
、
そ
れ
よ
り
い
く
ら
か
前
の
段
階
で
、
こ
の
丈
書
を
参

照
し
た
上
で
の
疑
問
貼
を
申
丈
と
し
て
中
書
省
に
提
出
し
た
と
理
解
す
る
の
が
安
吉
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
書
省
は
異
定
路
(
現
在
の
河
北
省

正
定
豚
一
帯
)
か
ら
も
同
様
の
疑
問
貼
を
含
む
申
文
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
吏
曜
部
に
検
討
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
前
後
で
は
、
吏
稽
部
が

統
合
し
た
形
で
存
在
し
た
の
は
、
ま
さ
に
尚
書
省
が
中
書
省
に
合
併
さ
れ
た
至
元
九
年
か
ら
六
部
制
に
戻
る
同
十
三
年
(
一
二
七
六
)
ま
で
で

あ
る
(
田
中
二
0
0
0
、
四
二
三
l
四
二
四
頁
)
か
ら
、
祖
師
は
生
じ
な
い
。

平
線
路
の
官
府
は
、
官
一
命
す
な
わ
ち
任
官
の
命
令
丈
書
を
自
ら
携
え
て
赴
任
す
る
場
合
の
迭
迎
の
儀
種
規
定
が
不
明
で
あ
る
と
し
て
、
中
央

に
問
い
合
わ
せ
た
。
こ
れ
に
閲
し
て
は
、
第
一
節
・
第
二
節
に
お
い
て
引
用
し
た
、
『
元
典
主
早
」
迎
迭
・
迎
接
合
行
礎
教
の
第
三
候
・
第
四
候

に
、
迭
宣
官
・
迭
救
官
を
出
迎
え
、
宣
救
を
受
領
す
る
場
合
の
儀
躍
の
規
定
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
で
は
、
自
ら
宣
救
を
携
え
て
赴
任

す
る
ケ
l
ス
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
本
案
件
で
の
問
題
貼
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
事
賓
、
平
深
路
側
は
、
聖
節
・
元
日
の
儀
種
、
詔
赦
を
受

け
取
る
場
合
、
及
び
使
臣
が
宣
を
迭
っ
て
路
側
の
官
員
が
宣
救
を
受
け
取
る
場
合
は
、
そ
の
儀
曜
は
奉
じ
た
命
令
の
と
お
り
行
う
と
珠
め
断
つ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
線
路
側
は
、
城
郭
を
出
て
聖
旨
を
受
け
取
る
と
き
に
公
服
を
着
用
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
聖
旨
の
受
け
取
り
の
際
に
公
服
着
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
確
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

績
い
て
、
員
定
路
の
官
府
も
、
使
臣
が
聖
旨
の
開
請
に
や
っ
て
来
た
場
合
、
城
郭
を
出
て
聖
旨
を
受
け
取
る
と
き
に
公
服
を
着
用
す
べ
き
か
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ど
う
か
に
つ
い
て
、
中
央
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
中
書
吏
櫨
部
は
、
使
臣
が
聖
旨
を
携
え
て
路
で
開
謹
を
行
う
場
合
は
、
公
服
で
出
迎
え
さ
せ
る
よ
う
提
案
す
る
。
そ
し
て
、

大
司
農
・
御
史
中
丞
粂
領
侍
儀
司
事
の
ボ
ロ
ト
は
、
こ
の
提
案
が
安
首
で
あ
る
こ
と
を
上
呈
す
る
。
都
堂
(
中
書
省
の
一
品
宵
)
は
、
以
上
を
受

け
て
、
こ
の
提
案
を
裁
可
し
て
鈎
旨
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
聖
旨
の
聞
讃
に
つ
い
て
は
、
上
の
案
件
に
お
い
て
中
書
省
が
封
廃
し
た
の
に
先
だ
っ
至
元
八
年
(
一
二
七
二
十
一
一
月
の
段
階
で
、

以
下
の
よ
う
な
手
順
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

至
元
八
年
十
二
月
、
尚
書
省
一
「
御
史
墓
の
呈
一
『
[
添
附
し
た
]
河
南
道
按
察
司
の
申
つ
[
賓
地
に
調
べ
て
知
っ
た
と
こ
ろ
、
官
一
使
や
省

っ

か

わ

(

叩

)

が
差
し
た
]
使
臣
の
人
員
が
聖
旨
を
携
え
て
各
路
に
[
行
っ
て
]
閑
語
す
る
の
に
、
常
に
預
め
前
路
に
丈
書
を
迭
っ
て
、
[
線
管
府
の
]

[
城
郭
の
]
銀
事
司
・
燃
の
官
吏
を
率
い
て
城
を
出
て
出
迎
え
て
お
り
ま
す
。
[
或
い
は
三
四
日
、
或
い
は
五
七
日
、
]
或
い
は
十

鈴
日
し
て
よ
う
や
く
到
来
し
、
公
務
を
妨
げ
る
結
果
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
が
。
今
後
は
、

官
員
は

[
宣
使
や
省
が
差
し
た
使
臣
に
、
]
騨
程
を
割

酌
し
て
、
必
ず
到
る
時
期
を
事
前
に
定
め
、
前
路
の
官
司
に
丈
書
を
迭
ら
せ
て
、
〔
そ
の
上
で
〕
出
迎
え
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
。
都
省
が
議
し
た
と
こ
ろ
、
詔
赦
の
、
な
ら
び
に
御
賓
聖
旨
を
携
え
る
使
臣
は
、
到
着
時
期
よ
り
預
め
一
日
は
や
く
前
路
の
官
司

に
丈
書
を
迭
っ
て
き
ま
り
ど
お
り
出
迎
え
さ
せ
る
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
宣
使
や
省
が
差
し
た
使
臣
の
人
員
は
、

[
も
し
詔
赦
・
聖
旨
を

携
帯
し
て
い
な
け
れ
ば
、
]
出
迎
え
さ
せ

[
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
務
を
妨
げ
]

て
は
な
ら
な
い
」
(
『
通
制
保
格
』
賀
謝
迎
途
・
二
三
五
)

0

河
南
這
按
察
司
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
賦
況
を
述
べ
る
。
宣
使
や
省
が
差
し
た
使
臣
の
人
員
が
聖
旨
を
携
え
て
各
路
で
開
讃
す
る
場
合
、
事

前
に
行
移
す
る
、
す
な
わ
ち
丈
書
を
迭
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
知
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
路
線
管
府
の
官
員
は
、
首
地
の
録
事
司
と
牒
の
官
吏
を

率
い
て
出
迎
え
て
い
る
、
と
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
使
臣
の
中
に
は
、
通
知
か
ら
数
日
経
っ
て
か
ら
、
は
な
は
だ
し
き
は
十
日
除
り
経
っ
て

661 

か
ら
よ
う
や
く
到
着
す
る
者
が
お
り
、
地
方
官
府
に
お
け
る
公
務
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
使
臣
が
引
き
起
こ
し
た
問

(
幻
)

題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
扱
う
と
し
て
、
こ
こ
で
は
次
の
二
賄
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
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第
一
は
、
事
前
に
路
に
通
知
し
、
路
の
官
吏
ら
が
城
郭
の
外
で
出
迎
え
る
と
い
う
大
ま
か
な
流
れ
が
、
前
節
で
み
た
詔
赦
官
を
出
迎
え
る
場

合
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
引
の

『
元
典
章
』
迎
迭
・
迎
接
瞳
例
に
も
、
聖
旨
を
受
け
取
る
場
合
の
儀
曜
に
つ
い
て
は
、
以
前
奉
じ
た
と

お
り
に
す
る
と
あ
っ
た
。
聖
旨
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
も
、
前
節
で
み
た
よ
う
な
詔
赦
の
場
合
と
同
様
、
何
ら
か
の
規
定
が
あ
っ
た
と
み
て
間

(

間

以

)

違
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
建
念
な
が
ら
、
詔
赦
の
規
定
の
よ
う
な
詳
細
な
記
述
は
、
管
見
の
限
り
見
い
だ
せ
な
い
。
詔
赦
と
御
賓
聖
旨
を

ひ
と
ま
と
め
に
「
き
ま
り
ど
お
り
出
迎
え
さ
せ
る
」
と
裁
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
規
定
で
封
麿
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
推
測
の

域
を
出
な
い
。

第
二
は
、
こ
の
案
件
を
受
け
て
、
詔
赦
な
ら
び
に
御
賓
聖
旨
を
携
え
る
使
臣
は
到
着
目
の
一
目
前
に
路
に
通
知
す
べ
き
で
あ
る
と
、
決
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
節
で
み
た
詔
赦
の
規
定
で
は
、
事
前
に
知
ら
せ
る
と
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
期
限
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

お
そ
ら
く
は
、
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
弊
害
に
釘
鷹
す
る
た
め
に
、
本
僚
の
段
階
で
通
知
の
期
限
を
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
前

ヲ|
の

「
元
典
章
』
迎
接
・
迎
接
盟
例
で
、
至
元
十
年
に
聖
旨
を
携
え
た
使
臣
の
出
迎
え
の
際
に
も
公
服
を
着
用
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
、
元
代
の
制
度
が
整
っ
て
い
く
過
程
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
い
て
い
の
場
合
、
ま
ず
、
箇
候
童
日
き
の
規
定
(
し
ば

(
お
)

し
ば
『
一
花
血
ハ
立
早
』
な
ど
で
は
「
係
書
一
」
と
稽
さ
れ
る
)
な
ど
に
よ
っ
て
基
本
的
な
枠
組
み
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
で
は
針
麿
で
き
な
い
問
題
が
生

じ
る
と
、
そ
の
た
び
ご
と
に
地
方
と
中
央
の
各
官
府
間
で
丈
書
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
、
細
則
と
も
先
例
と
も
い
う
べ
き
規
定
が
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
聖
旨
を
携
え
て
く
る
使
臣
の
出
迎
え
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
詔
赦
の
使
臣
と
同
様
、
使
臣
は
到
着
の
一
目
前
に
路

に
知
ら
せ
、
路
側
は
公
服
を
着
用
の
上
、
城
郭
を
出
て
出
迎
え
る
、
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、

細
か
い
規
定
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
せ
さ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
詔
赦
の
よ
う
な
詳
細
な
規
定
が

詔
赦
の
規
定
に
準
じ
た
こ
と
を
傍
詮
す
る
材
料
の
一
つ
と
な
り
う
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。

「
元
典
章
』
な
ど
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
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四

ハ
ラ
ホ
ト
文
書
に
み
え
る
開
謹

前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
詔
赦
や
聖
旨
を
路
に
携
え
て
く
る
使
臣
は
、
到
着
す
る
一
目
前
に
路
に
通
知
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
聖
旨

開
請
に
首
た
っ
て
事
前
に
通
知
が
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
官
府
宛
で
は
な
く
、
寺
院
宛
の
聖
旨
の
場
合
で
あ
る
が
、
賓
際
の
事
例
で
も
確

認
で
き
る
。
「
長
清
霊
巌
寺
執
照
碑
」
の
碑
陽
に
刻
さ
れ
る
誼
明
文
書
(
執
照
)
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
(
松
田
二
O
O
三
b
、

三
O
頁
、
松
岡
二
O
O
四
)

0

延
祐
二
年
(
一
一
三
五
)
三
月
初
一
日
に
、
長
清
牒
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
書
一
枚
が
あ
り
、
本
土
手
〔
霊
巌
寺
〕
の
借
入
を
中
鳴
庖
に
行
か
せ

て
聖
旨
を
謹
む
の
を
聴
か
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
詔
赦
や
聖
旨
を
受
け
取
る
側
は
、
こ
の
通
知
を
受
け
て
か
ら
賓
際
に
そ
の
使
臣
を
出
迎
え
る
に
至
る
ま
で
の
問
、
ど
の
よ
う
な
手
績

き
を
踏
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
長
清
霊
巌
寺
執
照
碑
」
か
ら
は
、
使
臣
が
長
清
鯨
に
い
っ
た
ん
通
知
し
、
長
清
牒
が
霊
巌
土
寸
へ
通
達
し
た
よ

う
に
一
躍
理
解
で
き
る
。
こ
う
し
た
過
程
を
描
寓
し
た
史
料
は

「
元
典
章
』
な
ど
の
編
纂
史
料
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ま
さ
に
生
の
史
料
で
あ
る
原
丈
書
に
よ
っ
て
、
編
纂
史
料
か
ら
は
窺
え
な
か
っ
た
手
績
き
の
過
程
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
原
文
書
と
は
、
李
逸
友
一
九
九
一
が
収
録
す
る
、

ハ
ラ
ホ
ト
(
黒
城
)
か
ら
出
土
し
た
文
書
、

J
1
7
4〈
ω
O
(
九
四
百
ハ
)
で
あ
る
。
本
書
は
、

録
丈
を
収
め
る
文
書
の
す
べ
て
の
寝
屋
(
を
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
幸
い
な
こ
と
に
本
文
書
の
寓
異
は
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
寓
異
に
基
づ
い
て
録

文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
時
貼
で
は
丈
書
原
物
を
調
査
す
る
機
舎
を
持
ち
得
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
本
文
書
の
内

容
が
確
認
で
き
れ
ば
よ
し
と
し
た
い
。

ま
ず
は
、
李
逸
友
一
九
九

(
九
四
頁
)
に
依
嫁
し
て
、
文
書
の
状
態
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
紙
質
は
「
竹
紙
」
で
「
行
草
書
」
瞳
で

童
日
か
れ
て
い
る
。
紙
の
大
き
さ
は
縦
二
八
一
問
、
横
三
四
五
聞
で
あ
る
。
断
片
で
は
な
く
、
全
瞳
が
残
っ
て
い
る
と
す
る
が
、
結
び
の
定
型
句

663 

や
公
印
が
み
え
ず
、
文
書
の
左
部
分
が
快
け
て
い
る
可
能
性
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
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じ
丈
面
の
告
示
を
複
散
の
人
員
・
部
門
に
迭
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
寓
し
で
あ
っ
た
故
に
、
公
印
が
押
さ
れ
て
い
な
い
と
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
年
代
は
、
元
統
二
年
(
一
一
一
一
一
一
一
四
)
と
判
定
で
き
る
。
ま
た
、
文
書
番
競
の
う
ち
、

JE
は
出
土
地
黙
を
示
し
、
内
蒙
古

文
物
考
古
研
究
所
・
阿
投
善
盟
丈
物
工
作
拍
一
九
八
七
(
二
頁
)
、
李
逸
友
一
九
九
一

総
管
府
の
院
落
(
壁
で
園
っ
た
建
物
)
跡
に
位
置
す
る
。

(
四
頁
)
所
載
の
遺
跡
平
面
固
に
よ
れ
ば
、
城
内
西
部
の

そ
れ
で
は
、
以
下
に
、
寓
異
に
基
づ
い
た
録
文
及
び
筆
者
に
よ
る
諜
丈
を
提
示
す
る
。
行
草
書
睡
で
あ
る
こ
と
及
び
掲
載
寓
員
の
状
態
の
た

め
、
李
逸
友
一
九
九
一
の
録
丈
が
な
け
れ
ば
完
全
な
解
誼
が
難
し
か
っ
た
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。

吏
瞳
房

甘
粛
行
省
差
鎮
撫
醇
来
前
来
在
路

呈
擦
司
吏
程
克
廉
呈
一
万
統
一
一
年
十
月
初
八
日
絶
早
有

開
謹

聖
旨

矯
此
覆
奉

掠
府
官
台
旨
仰
告
示
在
路
井
司
属
官
吏
人
等
至
初
八

日
紹
早
出
廓
迎
接
如
達
究
治
奉
此

在
路
府
吏毛

順
櫨

程
克
廉

日
徳
卿

察
伯
英

買
才
卿

高
従
遁

司
属

段
君
傑

宋
孝
卿

挑
進
卿

趨
仲
賢

闘
盆
卿

徐
政
卿

十
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貴
積
八
肩
幅
四

支
持
庫
咽
凹

税
使
司
圃

河
渠
司

巡
検
司

雨
屯
百
戸
所

司
獄
司

儒
皐

醤
豆主
~ 

陰
陽
皐

借
入
頭
目

答
失
蟹

吏
曜
房
。
呈
。
「
掠
け
た
司
吏
程
克
廉
の
呈
一
『
元
統
二
年
(
一
三
三
四
)
十
月
初
八
日
の
早
朝
に
、
甘
藷
行
省
が
差
し
た
鎮
撫
醇
来
が
や

っ
て
来
て
、
路
で
聖
旨
を
開
誼
し
ま
す
』
。
こ
の
た
め
に
、
確
認
し
て
奉
じ
た
線
府
官
の
台
旨
一
「
路
な
ら
び
に
司
属
に
あ
る
官
吏
の
人
等

は
、
初
八
日
の
早
朝
に
な
っ
た
ら
城
郭
を
出
て
出
迎
え
る
よ
う
告
示
す
る
よ
う
仰
せ
つ
け
る
。
も
し
違
反
す
れ
ば
追
究
し
て
庭
罰
す
る
」
。

奉
此
。
(
以
下
略
)
」

一
見
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
聖
旨
の
開
謹
が
行
わ
れ
る
と
い
う
通
知
を
受
け
た
亦
集
乃
路
線
管
府
(
以
下
、
路
府
)
の
封
躍
を

(
出
)

俸
え
る
丈
書
で
あ
る
。
甘
霜
行
省
が
祇
遣
し
て
き
た
使
臣
で
あ
る
鎮
撫
醇
来
は
、
亦
集
乃
路
に
封
し
て
、
元
統
二
年
十
月
初
八
日
の
早
朝
に
、

(
お
)

聖
旨
を
閑
語
す
る
た
め
に
到
着
す
る
橡
定
を
通
達
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
路
府
の
司
吏
程
克
廉
は
、
報
告
・
確
認
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
て
「
線
府
官
」
す
な
わ
ち
路
府
の
上
官
は
、
到
着
日
時
に
、
路
及
び
路
に
所
属
す
る
各
部
門
の
官
吏
等
が
城
郭
を
出
て
出
迎
え
る
よ

う
告
示
せ
よ
と
の
台
旨
を
下
し
た
。
台
旨
と
は
、
上
か
ら
の
命
令
、
言
い
付
け
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
賓
は
、
『
元
典
章
』
な
ど
の
公
丈

童
日
集
成
史
料
に
は
み
え
な
い
語
句
で
あ
る
。

一
方
で
、

ハ
ラ
ホ
ト
出
土
丈
書
で
は
比
較
的
多
く
み
ら
れ
、
本
丈
書
の
よ
う
に
「
覆
奉
抱
府
官
台

旨
」
と
い
う
形
が
多
い
。
そ
も
そ
も
、
「
元
典
章
』
な
ど
で
は
、
路
な
ど
の
地
方
官
府
の
上
官
が
所
属
の
官
吏
に
下
す
丈
書
が
牧
め
ら
れ
る
こ

と
は
想
定
し
に
く
い
。
筆
者
と
し
て
は
、
元
代
、
地
方
官
府
に
お
け
る
上
官
か
ら
属
僚
へ
の
文
書
が
台
旨
と
稽
さ
れ
て
い
た
と
す
る
可
能
性
に

665 

の傾
はき
性た
急い
でと
あこ
るろ
。で

後は
考あ
をる
待宗
つ量し
O~ か

し

ハ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
の
用
例
だ
け
で
は
、
地
域
的
な
偏
差
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
う
断
定
す
る
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さ
て
、
上
官
の
台
旨
を
受
け
て
、
吏
礎
房
は
、
出
迎
え
る
べ
き
人
員
の
リ
ス
ト
を
附
し
て
路
府
に
呈
丈
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に

路
が
告
示
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
流
れ
が
再
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

使
臣
の
迭
洲
一
や
命
令
丈
書
の
開
誼
と
い
っ
た
儀
曜
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
中
央
で
も
瞳
部
(
時
期
に
よ
っ
て
は
左
二
語
ま
た
は
吏
櫨
部
)
が
管
轄

し
て
い
た
が
、
路
で
も
吏
躍
房
と
稽
す
る
部
門
が
管
轄
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
い
う
房
と
は
、
官
府
の
中
で
行
政
責
務
を
分
権
す

る
部
署
の
こ
と
で
、
亦
集
乃
路
に
は
、
吏
瞳
房
・
戸
房
・
銭
糧
房
・
刑
房
・
兵
工
房
・
司
吏
房
の
六
つ
の
部
署
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
李
逸
友

九
)L 

一
四
頁
)

0

な
お
、
司
吏
程
克
廉
の
呈
丈
も
丈
書
末
ま
で
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
、
総
府
官
へ
の
報
告
、
台
旨
の
受
領
、

リ
ス
ト
作
成
ま
で
を
程
克
廉

が
捨
首
し
、
そ
れ
が
吏
櫨
房
を
経
て
路
府
へ
上
呈
さ
れ
た
と
理
解
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
吏
種
房
及
び
程
克
廉
の
呈
丈
を
締

め
く
く
る
語
(
須
至
呈
者
や
得
此
)
や
そ
の
花
押
・
印
章
が
な
い
た
め
、
ど
ち
ら
か
に
断
定
す
る
の
は
難
し
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
丈
書
の
書
式
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
聖
旨
」
で
二
字
撞
頭
が
、
「
聞
誼
」
で
一
字
撞
頭
が
、
「
抱
府
官
台
旨
」

で
平
出
が
、
そ
れ
ぞ
れ
施
さ
れ
て
い
る
。
「
聖
旨
」
の
二
字
撞
頭
は
、
他
史
料
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
「
開
讃
」
が
一
字
撞
頭

さ
れ
て
い
る
酷
で
あ
る
。
「
元
典
章
』
な
ど
の
編
纂
史
料
に
お
い
て
「
開
誼
」
に
封
し
て
撞
頭
な
ど
の
敬
意
表
現
が
施
さ
れ
て
い
る
例
は
な
く
、

こ
の
一
事
例
の
解
緯
に
は
な
お
判
断
材
料
に
紋
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ス
タ
イ
ン
将
来
の
ハ
ラ
ホ
ト
出
土
丈
書
か
ら
も
、
録
丈
の
た
め
撞
頭

か
平
出
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
「
開
誼
」
で
改
行
さ
れ
て
い
る
丈
書
一
件
が
知
ら
れ
る

(
Z
g官
8
5
g
u
司

N
H
Y
Z
(
)
巴
∞
内
E
C
N
戸(日
)

)

0

し

た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
亦
集
乃
路
の
文
書
作
成
権
首
者
は
、
「
開
誼
」
と
い
う
行
篇
そ
の
も
の
も
聖
な
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
た
、
と
い

(

お

)

(

釘

)

う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
抱
府
官
台
旨
」
に
つ
い
て
も
路
の
上
官
に
釘
す
る
敬
意
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
は
地
方
で
書
か
れ
た
原

丈
書
だ
か
ら
こ
そ
確
認
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

次
に
、
三
箇
所
に
書
き
込
ま
れ
た
花
押
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
丈
書
で
は
、
康
積
倉
・
税
使
司
・
支
持
庫
の
下
部
に
そ
れ
ぞ
れ
花
押
が
書

き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
つ
の
花
押
の
筆
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
本
文
書
を
閲
覧
し
、
初
八
日
の
早
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朝
に
城
郭
の
外
へ
使
臣
を
出
迎
え
る
旨
承
っ
た
と
い
う
署
名
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
他
の
人
員
・
部
門
の
箇
所
に
は
花
押
が
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
、
こ
の
疑
問
へ
の
回
答
と
す
る
。
路
府
は
吏
櫨
房
の
呈
を
受
け
て
、
各
部
門
に
告
示
し
て
閲

覧
・
確
認
・
返
迭
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
呈
丈
の
寓
し
を
複
数
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
各
部
門
へ
添
附
文
書
と
し
て
逢
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
吏
櫨
房
が
上
呈
す
る
段
階
で
本
文
書
が
複
数
作
成
・
用
意
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
本
文
書
は
、
こ
れ
ら
複
数
の
丈
書

の
う
ち
、
慶
積
倉
・
税
使
司
・
支
持
庫
に
迭
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

」
れ
ら
一
二
つ
の
部
署
に
つ
い
て
は
、
李
逸
友
一
九
九

(
一
四
l
一
五
頁
)
が
簡
単
に
ま
と
め
て
い
る
。
虞
積
倉
は
、
路
の
牧
支
・
税
糧
を

扱
う
機
関
で
あ
り
、
そ
の
官
府
は
城
内
東
南
の
ペ
。
と
い
う
地
貼
に
あ
っ
た
。
大
院
内
に
は
、
大
き
な
倉
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
税
使
司
は
、
家
畜
税
や
商
税
な
ど
を
管
轄
す
る
機
闘
で
あ
っ
た
。
支
持
庫
は
、
貨
幣
出
納
の
機
関
で
あ
り
、
分
例
・
俸
椋
や

軍
・
官
出
費
用
の
貨
幣
は
、
す
べ
て
こ
こ
か
ら
支
出
さ
れ
た
。
支
持
庫
・
税
使
司
の
場
所
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

こ
れ
ら
一
二
つ
の
部
署
は
、
す
べ
て
倉
庫
・
銭
糧
闘
連
の
部
署
で
あ
り
、
相
互
の
や
り
と
り
も
繁
劇
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

お
そ
ら
く
は
互
い
に
近
い
場
所
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
路
府
が
何
ら
か
の
告
示
を
す
る
場
合
に
、
こ
の
三
つ
の

部
署
を
セ
ッ
ト
で
取
り
扱
う
こ
と
は
、
十
分
想
定
で
き
る
。

つ
ま
り
、
路
府
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
部
署
に
釘
し
て
、
同
一
の
丈
書
に
よ
っ
て
告

示
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
三
部
署
は
、
花
押
を
書
き
込
ん
だ
上
で
、
路
府
に
返
迭
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
本
文
書

(
お
)

の
出
土
地
貼
が
線
管
府
跡
で
あ
る
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
。
若
干
の
推
測
を
交
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
債
積
倉
・
税
使
司
・
支
持
庫
の
み

に
花
押
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
上
に
提
出
し
た
解
稗
以
外
で
は
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

本
文
書
は
、
前
節
ま
で
に
お
い
て
引
用
し
た
編
纂
史
料
を
裏
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
編
纂
史
料
で
は
窺
え
な
い
過
程
を
も
明
ら
か
に
す
る
重

要
史
料
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
編
纂
史
料
に
み
ら
れ
る
規
定
の
流
れ
に
闘
し
て
、
生
の
史
料
で
あ
る
丈
書
に
よ
っ
て

賓
際
の
や
り
と
り
が
再
構
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
編
纂
史
料
で
は
決
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
手
績
き
過
程
を
生
き
生
き
と
再
現

667 

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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五

開
謹
後
の
慮
理

前
節
ま
で
は
、
主
と
し
て
、
開
誼
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
詔
赦
の
聞
誼
が
終
了
し
た
後
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
み
た

ト
で
つ
に
、

一
連
の
儀
植
を
纏
績
し
て
奉
行
し
、
最
終
的
に
路
の
官
吏
ら
が
使
臣
を
城
外
ま
で
見
送
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

閑
語
さ
れ
た
命
令
文
書
は
、
ど
う
慮
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
元
典
章
』
迎
迭
や
『
通
制
候
格
』
賀
謝
迎
迭
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

情
報
を
提
供
す
る
史
料
は
な
い
。
そ
こ
で
、
分
散
す
る
史
料
に
よ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
は
、
『
秘
書
監
志
』
巻
五
、
秘
書
庫
の
記
事
に
注
目
し
た
い
。

(

却

)

し

ら

延
一
柿
七
年
(
一
三
二
O
)
五
月
、
准
け
た
中
書
曜
部
の
闘
一
「
奉
じ
た
中
書
省
の
笥
付
一
『
検
校
官
の
呈
つ
中
書
省
一
《
照
べ
た
と
こ
ろ
、

〔
節
略
あ
り
か
っ
〕
》
省
部
の
架
闇
庫
が
現
在
牧
め
て
い
る
丈
巻
・
簿
籍
、
諸
々
の
物
品
に
つ
い
て
、
各
庫
が
用
心
し
な
い
で
、
架
に
牧

め
そ
こ
な
う
の
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
心
配
し
て
お
り
ま
す
九
延
茄
六
年
(
一
一
一
一
一
九
)
十
二
月
二
十
八
日
に
、
曜
部
郎
中
張
朝
に
丈

童
日
を
添
附
し
て
迭
り
、
す
で
に
く
だ
し
て
い
る
事
理
ど
お
り
に
施
行
す
る
よ
う
仰
せ
つ
け
る
よ
う
請
う
」
o

奉
此
。
現
在
牧
め
て
い
る

諸
々
の
物
品
を
本
庫
の
官
典
と
と
も
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
、
必
ず
ま
さ
に
保
存
す
べ
き
:
・
中
書
令
・
尚
書
令
・
翰
林
国
史
院
の
祭
記
用

の
・
:
御
容
(
帝
王
の
肯
像
)
・
金
銀
・
容
器
・
机
・
衣
服
・
植
物
等
の
銭
、
累
年
間
讃
し
た
詔
赦
、
な
ら
び
に
返
還
さ
せ
た
諸
人
が
以
前
受

け
た
宣
命
・
救
牒
、
執
把
・
鋪
馬
の
聖
旨
、
諸
王
の
令
旨
、
各
種
の
詮
明
書
は
、
前
の
と
お
り
牧
戴
す
る
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
諸
々
の

物
品
に
つ
い
て
は
、
省
の
架
閤
庫
に
く
だ
し
、
教
の
と
お
り
秘
書
監
に
交
付
し
、
そ
の
ま
ま
人
を
差
し
て
受
け
取
ら
せ
、
き
ま
り
ど
お
り

収
載
さ
せ
る
。
(
以
下
略
)

開
讃
ず
み
の
詔
赦
は
、
省
部
の
架
閤
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
車
に
詔
赦
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
の
み
な
ら
ず
、
地
方
で
開
謹
さ

(
鈎
)

れ
た
も
の
も
含
め
、
す
べ
て
の
詔
赦
が
こ
こ
に
牧
戴
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
杉
山
一
九
八
四
(
一
五
六
!
一
五
九
頁
)
は
「
大
都
の
き
わ

だ
っ
た
特
徴
」
の
一
つ
と
し
て
「
丈
書
庫
と
し
て
の
側
面
」
を
畢
げ
て
い
る
。
杉
山
は
、
迭
達
さ
れ
る
的
本
(
原
本
)
以
外
、
副
本
を
保
管
し
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た
こ
と
か
ら
、
中
央
官
膳
に
蓄
積
さ
れ
る
丈
書
群
の
膨
大
さ
に
言
及
す
る
。
詔
赦
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
へ
の
原
本
が
中
央
で
保
管
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
な
り
、
想
定
す
べ
き
蓄
積
量
は
さ
ら
に
膨
大
な
も
の
と
な
ろ
う
。

な
お
、
返
還
さ
れ
た
宣
命
・
救
牒
、
執
把
・
鋪
馬
の
聖
旨
、
諸
王
の
令
旨
な
ど
各
種
の
誼
明
書
も
、
省
部
の
架
閤
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ

の
記
事
か
ら
、
執
把
聖
旨
(
パ
ク
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は

z
i戸
宮
古
ど
よ

Y
H
E
[も
っ
て
い
く
聖
旨
]
o

保
護
特
許
・
兎
税
兎
役
な
ど
を
保
謹
・
認
可
し
た
聖
旨
)
が
護
令
釘
象
者
の
手
に
渡
る
と
、
そ
れ
と
同

と
に
も
注
目
し
た
い
。
筆
者
は
、
松
田
二

O
O
四
に
お
い
て
、
「
霊
巌
寺
執
照
碑
」

時
に
、
不
要
と
な
っ
た
前
回
の
同
種
の
内
容
の
執
把
聖
旨
は
返
却
し
た
と
述
べ
た
。
『
副
書
監
志
』

の
記
事
は
、
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
史
料

で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
開
讃
ず
み
の
詔
赦
は
、
使
臣
が
中
央
ま
で
持
っ
て
蹄
り
、
礎
部
の
架
閤
庫
に
牧
梓
概
さ
れ
た
。
官
一

ム
叩
・
救
牒
、
執
把
・
鋪
馬
の
聖
旨
、
諸
王
の
令
旨
な
ど
個
人
宛
て
の
命
令
文
書
は
、
護
令
封
象
者
に
渡
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
不
要
と
な
る
従

前
の
命
令
丈
書
は
返
還
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
返
還
さ
れ
た
命
令
文
書
も
瞳
部
架
閤
庫
に
収
載
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
中
村
・
松
川
一
九
九
三
(
一
五
頁
)
は
、
「
少
林
寺
聖
旨
碑
」
か
ら
興
味
深
い
推
論
を
立
て
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
裁
に
刻
さ

れ
る
、

一
一
一
月
七
日
付
け
、

ム
ン
フ

Eozrの
聖
旨
に
み
え
る
以
下
の
字
句
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の

ウ
シ
年
(
一
二
五
三
、
発
丑
)

モ
ン
ゴ
ル
語
面
(
一
四
l

一
五
行
)
に
、

ウ
シ
年
冬
の
最
後
の
月
の
初
七
日
に
聞
い
た

2
Zニ
巳
与
巳

15巾

2
:日同日ーヨロ
ι
o
-
2
2
2
5
H
o
p
-
m与
2)0

と
あ
る
。
こ
れ
に
釘
躍
す
る
漢
語
面
(
二
四
行
)
で
は
、

米
大
丑
年
十
二
月
初
七
日
に
聞
い
た
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
字
句
に
つ
い
て
、
「
日
付
に
つ
い
て
は
、
使
臣
に
丈
書
が
渡
さ
れ
た
時
酷
で
す
で
に
書
記
に
よ
り
、
少
林
長
老
に
「
聞

讃
」
さ
れ
る
珠
定
日
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
使
臣
が
聞
謹
を
行
っ
た
と
き
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述

669 

べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
直
接
誼
明
す
る
記
述
は
、
管
見
な
が
ら
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
傍
誼
と
な
る
史
料
を
見
い
だ
し
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(
出
)

・
墓
・
御
史
古
室
六
)
・
開
謹
の
僚
で
あ
る
。
こ
の
雅

(
沼
)

『
元
史
』
巻
四
二
・
順
帝
本
紀
五
・
至
正
十
二
年
八
月
丁
卯
に
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
上
引
の
雅
文
聖

た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
『
南
蓋
備
要
』
(
『
永
楽
大
典
』
巻
二
六
一

丈
聖
旨
(
詔
)
に
針
躍
す
る
記
事
は
、

旨
は
、
至
正
十
二
年
(
一
二
一
五
二
)
八
月
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
れ
は

『
南
墨
備
要
」

の
首
該
箇
所
の
前
後
の
候
丈
の
年
次

を
み
て
も
配
列
上
大
き
な
矛
盾
は
な
い
。

さ
て
、
こ
の
ト
ゴ
ン
ハ
テ
ム
ル
斗

2
5
芯
B
C
H
(
恵
示
、
順
帝
)
の
雅
丈
聖
旨
全
文
の
み
を
牧
録
す
る
本
僚
は
、
「
聞
誼
」
と
い
う
標
題
が
附

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
太
停
・
右
丞
相
ト
ク
ト
1
叶
O
〈
吉
〈
|
山
(
腕
脱
)
に
軍
を
率
い
て
、
徐
州
に
撮
っ
た
芝
麻
李
ら
紅
巾
軍
を
討
た

(

M

M

)

 

せ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
擢
限
を
御
史
蓋
・
植
密
院
系
統
の
各
官
府
に
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
標
題
は
、
内
容
と
一
切
無
関
係

で
あ
る
。
本
僚
は
、
ど
う
し
て
「
聞
讃
」
と
い
う
標
題
が
附
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
内
容
と

「
元
史
』
の
記
事
か
ら
、
こ
の
雅
丈
聖
旨

が
御
史
蓋
・
極
密
院
系
統
の
官
府
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
南
行
蓋
に
も
も
た
ら
さ
れ
、
閑
語
さ
れ
た
こ

と
も
間
違
い
な
い
。
そ
の
折
り
に
、

お
そ
ら
く
寓
し
が
作
成
さ
れ
、
江
南
行
墓
の
架
閤
庫
に
牧
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、
「
南
古
室
備
要
』
編
纂
の

際
に
参
照
さ
れ
、
本
候
と
し
て
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
本
候
丈
に
「
開
讃
」
と
い
う
標
題
が
つ
け
ら
れ
た
原
因
を
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
。
使
臣
に
よ
っ
て
江
南
行
牽
に
も
た
ら
さ
れ
た

こ
の
雅
丈
聖
旨
は
、
ま
ず
、
江
南
行
蓋
の
官
吏
ら
の
前
で
閑
語
さ
れ
た
。
そ
の
寓
し
が
作
成
さ
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
江
南
行
蓋
の
架
閤
庫
に

(

川

社

)

(

お

)

保
存
さ
れ
た
と
き
に
、
「
聞
謹
」
と
い
っ
た
字
句
が
(
あ
る
い
は
年
月
日
な
ど
の
情
報
と
と
も
に
)
書
き
込
ま
れ
た
。
『
南
墓
備
要
』
の
編
纂
者
は
、

江
南
行
墨
の
架
閤
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
の
雅
文
聖
旨
の
寓
し
を
基
に
、
本
書
に
収
録
し
た
の
だ
が
、
書
き
込
ま
れ
た
「
開
誼
」
の
丈
字
が

冒
頭
に
あ
る
な
ど
の
理
由
で
目
立
っ
た
た
め
に
、
勘
違
い
し
て
こ
れ
を
標
題
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
推
論
を
重
ね
す
ぎ
た

き
ら
い
は
あ
る
が
、
本
僚
の
標
題
が
、
内
容
と
一
切
関
連
牲
の
な
い
「
聞
誼
」
と
さ
れ
て
い
る
事
貰
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
ほ
か
な
い
と

(
祁
)

考
え
る
。
各
種
の
公
丈
書
集
成
史
料
に
は
、
聞
謹
の
年
月
日
が
記
さ
れ
た
公
丈
書
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
、
公
文
書
作
成
に
あ
た
っ
て
以
前

の
閥
連
丈
書
を
参
照
す
る
際
に
、
あ
る
い
は
公
文
書
集
成
史
料
の
編
纂
者
が
架
閤
庫
の
公
文
書
を
閲
覧
し
た
際
に
、
聞
謹
の
年
月
日
を
知
り
得
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た、

つ
ま
り
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
た
公
文
書
に
は
開
謹
の
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
た
ケ
l
ス
も
あ
っ
た
こ
と
の
謹
左
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
理

解
は
、
「
少
林
寺
聖
旨
碑
」
に
お
け
る
中
村
・
松
川
一
九
九
三
の
解
轄
と
も
相
互
に
補
完
し
合
う
の
で
あ
る
。

お

わ

り

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
命
令
文
書
の
聞
謹
に
つ
い
て
、
そ
の
形
式
や
手
順
な
ら
び
に
そ
れ
を
と
り
ま
く
歴

史
状
況
を
考
察
し
た
。
詔
赦
の
開
謹
に
お
け
る
手
緩
き
ゃ
儀
曜
の
規
定
は
、
そ
の
策
定
の
段
階
で
は
金
制
に
詳
し
い
人
員
の
参
輿
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
内
容
も
ほ
ぼ
金
制
を
踏
襲
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
制
度
の
整
備
も
、

フ
ピ
ラ
イ
即
位
後
に
多
方
面
で
展
開
さ
れ
た
園
家
守
つ
く
り
の
一
環
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
詔
赦
や
聖
旨
の
開
謹
に
汲
遣
さ
れ
た
使
臣
が
到
着
の
一
日
前
に
路
に
通
達
し
、
そ
れ
を
受
け
て
路
の
人
員
が
城
郭
の
外
で

出
迎
え
た
上
で
、
と
も
に
城
内
の
官
府
に
入
っ
て
、
開
謹
を
含
む
一
連
の
儀
躍
が
暴
行
さ
れ
る
、
具
瞳
的
な
流
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
同
時
に
、

ハ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
と
い
う
生
の
史
料
に
よ
っ
て
、
出
迎
え
る
側
、
す
な
わ
ち
路
総
管
府
側
の
手
績
き
も
再
構
成
で
き
た
。
開
謹
後
の
慮
理
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
各
地
で
閑
語
さ
れ
た
詔
赦
は
、
中
主
目
瞳
部
の
架
閤
庫
に
牧
納
さ
れ
た
。
個
人
宛
の
命
令
丈
書

は
護
令
封
象
者
の
手
に
渡
り
、
従
前
の
命
令
文
書
は
回
牧
さ
れ
た
上
で
、
中
書
省
瞳
部
の
架
閤
庫
に
牧
納
さ
れ
た
。
ま
た
、
開
語
、
ず
み
で
あ
る

と
い
う
情
報
を
書
き
込
む
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
た
。

最
後
に
、
筆
者
の
研
究
開
心
を
交
え
つ
つ
、
今
後
の
展
望
と
課
題
を
述
べ
た
い
。
周
知
の
如
く
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
は
、

多
言
語
の
丈
書
を
扱
っ
て
い
た
。
堤
一
一

O
O
三
(
一
八
五
頁
)
及
び
松
田
二

O
O
三
(
一
二
五
頁
)
が
提
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
研

究
は
、
多
言
語
枇
舎
に
お
い
て
、

い
か
に
丈
書
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た
か
、

い
か
に
統
治
情
報
が
停
達
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
極
め
て
重
要

な
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
筆
者
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
開
讃
と
い
う
過
程
が
一
つ
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に

闘
し
て
、
次
の
史
料
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

671 

詔
を
謹
む
場
合
、
ま
ず
園
語
(
モ
ン
ゴ
ル
語
)
で
宣
謹
し
、

つ
づ
い
て
漢
語
で
こ
れ
を
課
す
(
『
一
一
九
史
』
巻
六
七
・
櫨
梁
志
一

皇
帝
即
位
受
朝

十
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儀
こ
こ
か
ら
、
皇
帝
即
位
儀
曜
に
お
け
る
詔
の
開
讃
に
際
し
て
は
、
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
語
で
、
そ
の
後
漢
語
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
、

皇
帝
即
位
の
詔
に
つ
い
て
は
、
多
く
が

『
元
典
章
』
典
章
一
・
詔
令
巻
一
や
『
園
朝
丈
類
』
巻
九
・
詔
赦
に
牧
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

れ
も
雅
文
漢
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
後
者
か
ら
知
ら
れ
る
起
草
者
は
、
閤
復
・
挑
燈
・
虞
集
な
ど
首
世
の
名
だ
た
る
文
人
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル

(
訂
)

時
代
、
聖
旨
と
詔
は
巌
密
に
匝
別
さ
れ
て
お
り
、
詔
と
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
雅
丈
漢
語
で
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上

に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
語
で
宣
謹
さ
れ
た
詔
は
、
漢
語
で
起
草
さ
れ
た
詔
か
ら
翻
課
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
漢

語
で
こ
れ
を
語
す
」
と
い
う
言
い
回
し
を
し
て
あ
る
が
、
そ
の
場
で
翻
語
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
賓
質
的
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
語
版
を
宣
謹
し
た

後
、
漢
語
版
を
宣
誼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
モ
ン
ゴ
ル
語
が
先
に
あ
っ
た
聖
旨
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
語
版
が
、
次
に
漢
語
版
(
蒙
文
直

諜
樫
)
が
宣
謹
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
地
方
で
閑
語
さ
れ
る
命
令
文
書
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
時
酷
で
そ
の
状
況
を
再
構
築
で
き
る
よ
う
な

史
料
を
見
出
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

モ
ン
ゴ
ル
治
下
中
園
地
域
の
官
府
は
、

ほ
と
ん
ど
が
多
民
族
の
官
吏
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
路
で
は
、
ダ
ル
ガ
が
モ
ン
ゴ
ル
人
、
総
管
が
漢
人
、
同
知
が
岡
田
人
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
し
、
多
く
の
官
府
で
は
、
各
民
族

が
「
参
用
」
さ
れ
る
よ
う
取
り
は
か
ら
わ
れ
て
い
た
(
松
出
一
九
九
九
、
五
七
頁
、
松
田
二
O
O二
7
d
、
二
頁
)
。
こ
の
賦
況
を
踏
ま
え
る
と
、
上

(
お
)

速
の
皇
帝
即
位
儀
躍
に
お
け
る
詔
の
開
誼
の
手
順
は
地
方
官
府
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
敷
桁
し
で
も
大
過
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
こ
う
し
た
聞
誼
と
い
っ
た
儀
礎
上
の
手
績
き
に
は
、
官
府
聞
の
丈
書
な
ら
ば
官
の
世
界
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
宗
教
関
係
者
宛
の

文
書
な
ら
ば
聖
の
世
界
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
方
で
、
官
吏
ら
が
城
郭
で
出
迎
え
、

一
連
の
儀
穫
を
経
つ
つ
、
城
内
へ
、
そ
し

て
官
府
へ
入
っ
て
い
く
過
程
の
場
は
、
民
の
日
常
空
間
で
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
城
内
の
住
民
を
始
め
と
し
て
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

び
と
は
、
こ
う
し
た
過
程
を
日
の
嘗
た
り
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
儀
曜
に
よ
っ
て
、
地
方
官
府
の
官
吏
だ
け
で
な
く
、
民
衆

(

刊

日

)

は
、
自
ら
が
皇
帝
(
ハ
l
ン
)
の
臣
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
衆
に
封
し
て
、
覗
畳
的
に
、
そ
し
て
聴
覚
的
に
、

十
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こ
の
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
演
出
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
詔
書
や
聖
旨
の
聞
謹
の
場
面
が
、
平
話
と
い
っ
た
講
談
物
、
そ
の
流
れ
を
汲
む

話
惇
』
・
『
三
園
演
義
』
・
『
三
言
』
な
ど
の
小
説
・
話
本
に
頻
出
す
る
の
も
、
こ
れ
ら
の
聴
衆
・
謹
者
に
と
っ
て
、
命
令
文
書
の
開
謹
が
決
し
て

無
縁
の
儀
躍
で
な
か
っ
た
こ
と
を
詮
明
し
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
命
令
丈
書
の
開
謹
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
持
ち
得
た
の
か
。
筆
者
の
関
心
は
、

(
判
)

中
園
地
域
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
と
蒙
丈
直
語
瞳
の
命
令
丈
書
の
開
請
が
昔
時
の
枇
曾
・
一
言
語
に
輿
え
た
影
響
に
傾
い
て
い
る
。
も
と
よ
り
史

料
の
不
足
は
否
め
な
い
が
、
午
歩
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
大
元
の
櫨
制
研
究
の
必
要
性
も
痛
切
に
感
じ
た
o

土
寸
観
・
廟
撃
・
皐
校
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
未
着

(

叫

)

(

必

)

手
の
分
野
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
中
園
的
な
種
制
を
採
用
し
た
意
義
や
唐
遼
宋
金
制
と
の
比
較
及
び
制
度
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
な
ど
、
重

要
な
問
題
が
山
積
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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キ土(
1
)

松
同
二

0
0
四
(
論
文
と
し
て
投
稿
中
)
で
筒
車
な
研
究
史
を
ま

と
め
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル

語
命
令
文
書
研
究
の
出
愛
姑
と
な
っ
た
杉
山
一
九
九
O
a
、
童
期
的

な
新
出
史
料
「
少
林
寺
聖
旨
碑
」
に
つ
い
て
詳
細
な
誇
注
・
研
究
を

施
し
た
中
村
・
松
川
一
九
九
三
、
「
大
一
川
ウ
ル
ス
書
式
」
(
ブ
ピ
ラ
イ

以
降
の
大
元
ウ
ル
ス
[
い
わ
ゆ
る
元
朝
]
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
命

令
文
書
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
書
式
)
の
憧
系
化
を
行
っ
た
松
川
一

九
九
五
を
琴
、
げ
る
に
止
め
る
。

(
2
)

関
連
す
る
成
果
と
し
て
以
下
を
奉
げ
て
お
く
。
池
内
一
九
九
四

(
瓦
四
i
六
六
頁
)
は
、
ハ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
を
用
い
て
路
に
お
け

る
祭
紀
費
用
支
出
の
事
務
庭
理
の
手
積
き
を
検
討
し
て
お
り
、
い
わ

ゆ
る
「
園
署
」
の
制
度
と
の
闘
わ
り
に
も
言
及
し
て
い
る
。
張
金
銑十

二
O
O
一
(
一
八
O
l
一
八
五
、
二
四
九
l
二
七
八
頁
)
は
、
行
省

や
路
府
州
豚
に
お
け
る
行
政
虎
理
に
関
連
し
て
公
文
書
の
虎
斑
も
論

じ
て
お
り
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
行
省
で
は
、
首
領
官

ら
が
草
案
を
作
成
し
た
後
、
省
臣
の
討
議
を
経
て
決
裁
さ
れ
、
最
終

的
に
各
人
員
が
花
押
を
書
き
込
み
、
検
校
所
で
最
終
チ
ェ
ッ
ク
が
な

さ
れ
た
。
路
府
州
燃
に
お
い
て
は
、
や
は
り
首
領
官
や
膏
吏
が
草
案

を
作
成
し
(
係
書
)
、
官
員
が
定
め
ら
れ
た
席
次
に
従
っ
て
同
席
し

て
議
論
を
行
い
(
園
坐
議
政
治
)
、
政
務
が
裁
定
さ
れ
れ
ば
、
文
書

が
作
成
さ
れ
、
列
席
し
た
官
員
が
官
位
に
従
っ
て
花
押
(
書
き
判
)

を
書
き
込
み
(
築
押
)
、
最
終
的
に
文
書
に
官
府
の
印
章
が
押
さ
れ

る
(
蓋
印
)
、
と
い
っ
た
「
園
署
」
と
稀
さ
れ
る
過
程
を
経
て
い
た
。

李
治
安
二

O
O
一一一(一一一一

1
一
一
一
八
、
一
八
四
l
一
九
二
頁
)
に

「

7J'( 
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お
い
て
も
、
路
及
ぴ
燃
に
お
け
る
「
園
署
」
の
制
度
に
つ
い
て
考
察

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
張
帆
二

O
O
二
は
、
各
種
の
詔
救
を
分
類
し

た
上
で
、
詔
救
の
起
草
及
び
そ
れ
を
捨
賞
す
る
機
関
・
人
物
を
検
討

し
た
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
松
井
一
九
九
七
は
、
ハ
ラ
ホ
ト

出
土
の
蒙
漢
合
壁
税
糧
納
入
簿
に
基
づ
い
た
研
究
に
お
い
て
、
そ
の

文
書
作
成
の
過
程
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上

は
、
文
書
の
起
草
・
作
成
過
程
に
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
文
書
の
往

来
の
段
階
と
い
っ
た
文
書
行
政
の
運
用
と
い
う
側
面
ま
で
は
、
議
論

が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

文
書
行
政
の
運
用
を
扱
っ
た
論
考
で
は
な
い
が
、
井
黒
二

O
O
一

(一一

l
一
一
一
一
頁
)
は
、
金
代
の
提
刑
按
察
司
を
検
討
す
る
際
、
そ

の
職
掌
の
一
つ
で
あ
る
公
文
書
検
査
(
照
刷
)
に
つ
い
て
、
元
制
ま

で
頑
野
に
入
れ
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
久
保
田
一
九
九
五
は
、

宋
代
に
お
け
る
制
救
の
愛
山
川
・
惇
達
過
程
を
検
討
し
た
貴
重
な
成
果

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
惇
達
の
最
終
段
階
に
つ
い
て
は
、
務
文

に
よ
る
掲
示
を
拳
げ
る
の
み
で
、
文
書
の
官
岩
間
に
つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な
い
(
二
一
一
!
二
二
四
頁
)
。

(
3
)

『
通
制
倹
格
」
賀
謝
迎
没
一
・
二
三

O
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
が
み
え
る
。

本
稿
で
は
、
同
内
容
の
候
文
が
複
数
史
料
に
み
え
る
場
合
を
始
め
、

補
訂
が
必
要
な
箇
所
は
[
]
で
示
し
た
o

【
】
は
原
文
の
細
字

註
o

〔
〕
は
筆
者
に
よ
る
補
足
。
な
お
、
『
逼
制
候
格
』
に
つ
い
て

は
、
小
林
・
岡
本
一
九
六
回
・
一
九
七
瓦
・
一
九
七
六
及
び
方
二

O

O
一
の
候
文
香
競
を
併
記
す
る
。

(
4
)
も
ち
ろ
ん
、
『
元
典
章
』
迎
迭
・
迎
接
及
び
察
司
不
須
迎
迭
接
待

に
載
る
中
統
二
年
二
二
六
二
四
月
の
聖
己
円
侠
妻
、
『
遇
制
係
格
』

」

賀
謝
迎
迭
の
冒
頭
(
二
二
九
)
に
載
る
中
統
五
年

(
H
至
元
元
年
H

一
二
六
回
)
八
月
の
聖
旨
係
書
寸
『
通
制
篠
格
』
巻
二
・
戸
令
・
投

下
牧
戸
(
四
)
及
び
『
秋
澗
大
全
集
』
巻
八
二
・
中
堂
事
記
下
・
中

統
二
年
六
月
五
日
に
載
る
聖
己
円
に
お
い
て
、
開
請
に
つ
い
て
の
言
及

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
至
元
年
間
に
入
る
以
前
か
ら
す
で
に
こ
う
し
た

儀
穫
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
韓
系
的
な
制

度
整
備
は
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
着
手
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

(
5
)
ボ
ロ
ト
に
つ
い
て
は
、
前
嶋
一
九
五
一
参
照
。

(
6
)

一
般
的
に
は
「
罪
を
赦
す
詔
書
」
を
指
す
。
と
こ
ろ
で
、
『
大
余

集
積
』
巻
二
四
・
赦
詔
・
外
路
迎
井
赦
詔
(
後
註
(
比
)
所
引
)
に

み
え
る
赦
詔
の
規
定
の
中
で
、
本
文
で
「
赦
書
」
と
し
、
割
注
で

「
向
室
田
省
差
官
途
詔
書
儀
種
倣
此
」
と
あ
る
。
他
方
、
『
一
冗
典
章
』

等
で
は
、
こ
う
し
た
断
り
の
字
句
が
な
い
。
以
上
か
ら
「
赦
詔
」
・

「
詔
赦
」
と
も
に
詔
書
・
赦
書
を
包
括
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ

、
「
ノ
。

(
7
)
一
口
聞
か
ら
五
品
ま
で
の
任
官
の
命
令
『
凡
主
目
を
宣
と
、
六
品
か
ら
九

品
ま
で
を
救
と
、
そ
れ
ぞ
れ
稀
し
た
(
梅
原
二

0
0一一一、四
O
頁、

第
一

O
O係
、
註
ご
。

(
8
)

「
秋
澗
大
全
集
』
巻
四
三
・
序
・
刺
儀
備
録
殺
や
劉
乗
忠
・
王

磐
・
尚
文
・
許
衡
・
徐
世
隆
の
惇
記
史
料
に
も
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

(
9
)

『
元
史
』
巻
七
・
世
組
本
紀
四
・
至
元
八
年
三
月
甲
戊
、
同
書
巻

六
七
・
櫨
繁
志
一
・
制
朝
儀
始
末
・
至
元
二
年
春
二
月
、
同
書
巻
八

五
・
百
官
志
一
・
礎
部
・
侍
儀
司
。

(
日
)
至
元
八
年
以
前
の
「
奮
例
」
は
た
い
て
い
泰
和
律
を
指
す
(
仁
井

同
・
牧
野
一
九
三
一
、
八
三
l
八
六
頁
、
小
林
一
九
七
七
、
二
一
五

十
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ー
二
一
八
頁
)
が
、
こ
こ
で
参
照
し
た
規
定
は
、
律
の
み
に
限
定
さ

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
『
元
典
章
』
典
章
一
八
・
戸
部
巻
四
・
婚
姻
・
官
民
婚
・
牧
民
官

緊
部
民
に
「
至
一
花
八
年
欽
奉
聖
旨
節
該
一
泰
和
律
令
不
用
。
休
依
着

那
者
」
と
あ
る
。
小
林
一
九
七
七
、
二
一
六
頁
参
照
。

(
ロ
)
闘
と
は
宵
閥
と
も
い
い
、
天
子
の
い
る
場
所
、
宮
城
の
こ
と
。
こ

こ
で
は
、
地
方
官
府
の
庭
内
に
秤
穫
の
封
象
と
し
て
設
置
さ
れ
た
象

徴
的
な
空
間
を
指
し
、
閥
庭
と
も
町
ば
れ
る
。
『
大
明
集
種
」
巻
一
一
一

二
・
賓
櫨
三
・
遣
使
・
蕃
園
接
詔
園
は
、
明
代
の
加
封
使
の
例
で
は

あ
る
が
、
参
考
と
な
る
。
原
田
二

O
O
二
一
、
一
一
一
一
五

1
一
二
一
六
頁
も

参
照
。

(
日
)
『
大
金
集
櫨
」
(
註
(

U

)

)

で
は
、
酒
席
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
に
い
う
「
相
見
於
腐
前
」
も
酒
席
を
念
一
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ

、つノ
O

(
M
)

向
童
日
省
差
官
、
迭
赦
童
日
到
京
・
府
・
節
鎖
、
先
遣
人
報
。
長
官
邸

指
十
僚
属
・
吏
従
人
生
寸
、
備
旗
臓
・
音
楽
・
総
輿
・
香
輿
。
詣
五
里
以

外
迎
接
。
見
送
赦
書
官
、
即
於
道
側
下
馬
。
所
差
官
亦
下
馬
、
取
赦

書
置
於
繰
輿
中
。
長
官
詣
香
輿
前
上
香
誌
、
所
差
官
上
馬
在
香
輿
後
、

長
官
以
下
皆
L
L
馬
後
従
、
鳴
鉦
鼓
作
印
刷
末
、
前
出
場
至
公
臓
、
従
正
門
入
。

所
差
官
下
馬
。
執
事
者
先
設
案
井
望
閥
将
位
於
庭
中
、
呑
輿
置
於
案

之
前
、
又
設
所
差
官
樗
位
在
案
之
側
、
又
設
梓
子
在
案
之
東
南
。
所

差
官
取
赦
書
置
於
案
、
係
輿
退
。
所
差
官
栴
一
有
救
。
賛
、
長
官
以

下
皆
再
拝
。
長
官
少
前
上
香
託
、
退
復
位
、
又
再
拝
。
所
差
官
取
赦

書
授
都
目
【
都
目
脆
受
】
及
孔
目
官
二
員
【
如
関
則
司
吏
内
上
三
人
】
、

十
点
一
月
捧
赦
主
回
同
陸
梓
子
上
護
、
在
位
官
骨
脆
聴
。
讃
託
、
赦
主
亘
置
於
案
、
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都
日
生
寸
復
位
。
長
官
以
下
再
拝
、
舞
路
俄
伏
、
興
、
再
拝
。
公
吏
及

従
人
以
下
三
稽
高
歳
。
長
官
以
下
奥
所
差
官
相
提
誌
、
於
康
前
勧
酒

僕
【
如
京
府
・
節
鎮
差
公
史
投
一
赦
圭
回
於
支
郡
・
属
豚
、
井
川
同
。
其
相
揖
勧
酒

僕
及
下
鵡
数
不
用
】
。
如
京
府
・
節
鎮
有
奮
例
幣
物
之
礎
来
献
、
所
差

官
以
付
従
人
。
所
差
官
行
、
長
官
率
僚
属
・
公
吏
・
育
祭
迭
至
城
門

外
客
亭
、
長
官
以
下
奥
差
官
相
揖
勧
酒
一
居
。
長
官
巳
下
倶
別
差
官
、

上
馬
乃
退
【
尚
喜
省
差
官
途
詔
書
儀
模
倣
此
。
惟
幣
物
不
用
】
。
諸
京
府

井
運
司
、
知
温
降
赦
詔
、
合
行
同
共
迎
接
、
候
本
京
府
官
員
櫨
畢
、

即
就
用
一
万
迎
接
伎
印
刷
宋
・
旗
峨
導
引
前
去
本
司
、
依
例
祇
受
o

(
以
下

略
)な
お
、
『
金
史
』
巻
三
六
・
櫨
志
九
・
臣
下
拝
詔
儀
に
み
え
る

「
外
郡
」
で
の
規
定
は
、
本
記
事
に
基
づ
い
て
い
る
。

(
日
)
金
制
か
ら
元
制
へ
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
は
個
々
の
制
度
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
比
較

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
近
年
に
お
け
る
試
み
と
し
て
井
黒

二
0
0
一
を
挙
げ
て
お
く
。

こ
う
し
た
規
定
の
淵
源
は
、
さ
ら
に
唐
制
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
(
「
大
唐
開
元
種
』
巻
一
二
一

0
・
嘉
雄
・
皇
帝
遣
使
詣
諸
州
買
詔

書
勢
舎
、
皇
帝
遣
使
詣
諸
州
出
回
一
赦
圭
目
【
鎖
奥
州
同
】
、
中
村
二

O
O
一二、

一一一一

1
一
二
九
頁
)
o

た
だ
し
、
唐
代
の
規
定
で
は
、
使
者
が
詔

書
(
制
圭
目
)
・
赦
圭
目
を
官
讃
し
て
い
た
と
理
解
さ
れ
、
金
制
・
元
制

と
は
一
線
を
書
一
す
る
。
全
慢
を
比
較
し
て
も
、
金
制
・
一
川
制
の
類
似

が
際
だ
っ
て
い
る
。

(
凶
)
「
元
史
』
巻
九
八
・
兵
志
一
に
「
寓
戸
侃
金
虎
符
。
符
駄
潟
伏
虎

形
、
首
潟
明
珠
、
而
有
三
珠
・
二
珠
・
一
珠
之
別
」
と
あ
る
。

十

「
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(η)
現
地
の
漢
字
音
で
溌
音
す
る
た
め
に
、
現
地
採
用
の
膏
吏
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
モ
ン
ゴ
ル
人
・
女
異
人
な
ど
の
使
臣
が
漢
語

を
積
め
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
背
景
も
想
定
で
き
る
(
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
金
文
京
・
森
田
憲
司
雨
氏
か
ら
こ
示
唆
を
符
た
)
o

今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

(
時
)
周
知
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
、
聖
旨
と
詔
は
巌
密
に
匿
別
さ

れ
て
い
た
。
『
園
朝
文
類
』
巻
四
0
・
雑
著
・
経
世
大
典
序
録
・
帝

制
に
、
「
園
刺
以
園
語
訓
救
者
日
聖
旨
、
史
臣
代
言
者
日
詔
書
」
と

あ
り
、
前
者
は
「
園
証
巴
す
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
ル
語
で
愛
せ
ら
れ
た
命

令
文
書
で
あ
り
、
後
者
は
、
臣
下
が
雅
文
漢
語
で
起
草
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
時
代
史
料
で
は
前
者
が
二
字
撞
顕
で
あ
っ
た
の
に
封
し
、

後
者
は
一
宇
撞
頭
で
あ
っ
た
。
杉
山
一
九
九
九
(
一
八
六
頁
、
註

一
一
一
)
参
照
。

(
問
)
本
僚
は
、
『
元
典
章
』
迎
途
・
迎
接
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
候
文
白
樫
は
、
朝
廷
が
遣
わ
し
た
御
香
を
降

す
使
臣
ら
が
騨
結
の
人
員
に
到
し
て
横
暴
を
は
た
ら
く
な
ど
し
た
、

大
徳
七
年
(
二
二

O
一
二
)
九
月
の
案
件
で
あ
る
。
こ
の
案
件
を
庭
理

す
る
折
り
に
、
至
元
八
年
(
一
二
七
一
)
に
お
け
る
尚
書
省
の
決
定

事
項
が
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
初
)
原
文
の
「
宣
省
」
は
後
文
か
ら
「
宣
使
・
省
差
」
の
省
略
語
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
使
は
、
省
・
官
室
・
院
な
ど
一
品
・
二
品
の
官

府
に
設
置
さ
れ
た
、
文
書
惇
達
を
捨
嘗
す
る
吏
員
。

(
幻
)
そ
の
概
要
は
、
第
四
一
回
日
本
ア
ル
タ
イ
皐
曾
(
二

O
O
四
年
七

月
一
八
日
於
長
野
豚
信
濃
町
)
で
口
頭
護
表
を
行
っ
て
い
る
。

(
幻
)
「
御
賓
聖
旨
」
と
は
、
文
字
通
り
玉
璽
の
押
し
て
あ
る
聖
旨
を
指

」

す
。
つ
ま
り
、
抄
本
で
は
な
く
原
物
の
聖
己
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
用
例
を
み
る
限
り
で
は
、
出
早
に
「
聖
旨
」
と
あ
っ
て
も
、

「
御
賓
聖
旨
」
を
指
す
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)
係
書
一
に
つ
い
て
は
、
植
松
一
九
七
八
、
植
松
一
九
八

O
、
植
松
一

九
八
一
参
照
。

(μ)
高
戸
府
所
轄
の
官
府
鎮
撫
司
に
設
置
さ
れ
た
官
名
。

(
お
)
中
央
の
下
級
官
府
や
路
・
府
・
州
・
豚
・
銀
事
司
と
い
っ
た
地
方

官
府
に
所
属
す
る
膏
吏
で
公
文
書
の
庭
理
を
は
じ
め
、
責
務
を
捨
骨
回

し
た
。

(
お
)
あ
る
い
は
、
「
開
讃
」
と
い
う
行
筋
を
、
聖
旨
を
送
達
す
る
側
か

ら
み
る
か
、
「
開
讃
」
を
聴
く
側
か
ら
み
る
か
、
と
い
う
遣
い
に
着

目
す
る
こ
と
で
、
こ
の
状
況
を
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
編
纂

史
料
所
取
の
文
書
史
料
は
多
く
が
前
者
に
属
す
る
が
、
ハ
ラ
ホ
ト
出

土
文
書
は
後
者
に
属
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
後
者
は
、
「
開
譲
」
と

い
う
行
潟
を
聖
な
る
も
の
と
受
け
取
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

(
幻
)
ハ
ラ
ホ
ト
文
書
で
は
「
台
己
H
」
の
み
で
も
平
出
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
本
来
な
ら
ば
、
そ
の
後
、
線
管
府
の
架
閤
庫
に
牧
め
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
。
架
閤
庫
跡
か
ら
出
土
し
た
文
書
の
香
披
は
司
戸
。
で
あ
り

(
李
漁
一
友
一
九
九
一
、
七
頁
)
、
内
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
・
阿
投

善
盟
文
物
工
作
姑
一
九
八
七
(
六
頁
)
所
載
の
遺
跡
平
面
固
で
位
置

が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
本
文
書
に
J

己
と
い
う
番
競
が
附
さ
れ

て
い
る
以
卜
、
何
ら
か
の
事
情
で
路
線
管
府
内
の
架
閑
庫
以
外
の
地

拙
か
ら
出
土
し
た
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。

(
鈎
)
中
書
省
の
属
官
。
左
右
司
・
六
部
の
公
務
の
期
限
、
公
文
書
の
遅

滞
・
紛
失
の
チ
ェ
ッ
ク
を
捨
品
骨
回
し
た
(
『
元
史
』
巻
八
五
・
百
官
史

十
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一
・
中
主
同
省
抜
属
)

0

(
初
)
明
代
に
お
け
る
冊
封
の
詔
救
の
規
定
で
は
、
開
讃
ず
み
の
詔
救
は
、

血
川
封
使
が
持
っ
て
蹄
り
、
内
閣
に
r

返
納
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た

(
原
出
二

O
O
三
、
二
一
五
1

三
六
頁
)
。

(
出
)
上
天
谷
命
、
皇
帝
聖
旨
。
惟
天
惟
祖
宗
、
混
一
函
夏
、
全
付
砂
白
問
。

朕
承
杢
基
、
競
腕
岡
治
、
同
敢
暇
逸
。
a

小
謂
、
近
者
、
河
南
反
賊
、

乗
此
承
平
之
久
、
認
惑
愚
民
、
弄
兵
構
難
、
剰
掠
城
口
巴
、
茶
毒
繁
一
花
。

是
周
将
司
捕
、
檎
獲
渠
魁
、
裁
以
何
回
以
。
め
時
童
…
狂
刷
州
、
向
遁
凹
敗
訴
、

亦
営
日
時
叶
宥
、
開
以
白
新
、
伯
柊
不
俊
、
致
煩
師
族
。
太
停
・
右
丞
相

腕
脱
、
動
奮
忠
貞
、
朕
所
春
情
。
同
友
向
賊
愛
迄
今
、
屡
請
董
師
致
討
。

重
以
心
替
之
親
、
困
難
其
請
、
而
期
於
自
殺
、
誠
懇
盆
堅
。
朕
惟
事

龍
之
大
、
付
託
賓
難
。
匪
資
匡
済
之
材
、
敦
勝
殴
定
之
任
。
乃
ム
叩
依

前
以
大
口
刺
帽
子
・
太
惇
・
中
幸
目
右
丞
相
、
慣
筒
官
属
、
八
刀
省
一
十
外
、
督

制
諸
庭
軍
民
、
爵
賞
有
功
、
抹
殺
有
罪
、
惰
拳
庶
政
、
輯
安
斯
民
、

綬
順
討
遣
、
悉
聴
便
宜
従
事
。
植
密
院
・
御
史
古
室
各
分
官
属
、
従
行

裏
受
節
制
、
母
或
有
達
。
務
使
将
帥
了
心
、
士
卒
用
命
、
廓
清
妖
診
、

、
水
底
隆
平
。
於
戯
、
大
惇
山
貰
左
右
朕
軒
、
其
行
在
安
靖
天
下
。
故
分

線
授
之
重
、
属
以
討
賊
之
勢
。
尚
克
欽
承
、
桃
山
建
不
績
。
杏
爾
多
方

鐙
予
至
意
。
故
姦
詔
一
川
、
想
宜
知
悉
。

『
土
土
粛
文
集
」
虫
色
二
二
・
詔
表
加
文
・
命
相
山
師
詔
は
、
こ
れ
と

同
一
の
詔
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
起
草
者
が
欧
陽
玄
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
な
お
、
『
南
蓋
備
要
』
と
本
丈
集
(
四
部
叢
刊
本
・
成

化
刊
本
)
と
で
は
、
字
句
に
若
干
の
遠
い
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

差
し
嘗
た
っ
て
前
者
に
依
嫁
し
た
。

(
犯
)
詔
一
腕
一
脱
以
答
刺
四
千
・
太
惇
・
中
書
右
丞
相
分
省
子
外
、
督
制
諸
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」

慮
軍
馬
、
討
徐
州
。
中
書
省
・
植
密
院
・
御
史
吉
室
分
官
属
従
行
、
富
市

受
節
制
、
得
賞
有
功
、
訴
殺
有
罪
、
綬
順
討
並
、
悉
聴
便
宜
従
事
。

是
目
、
愛
京
師
。

(
お
)
「
元
史
』
巻
一
一
二
八
・
脱
脱
惇
も
参
照
。

(
は
)
原
文
書
あ
る
い
は
編
纂
史
料
の
規
定
で
は
、
確
認
で
き
な
い
が
、

類
似
し
た
状
況
と
し
て
「
照
過
」
(
チ
ェ
ッ
ク
済
み
)
と
い
う
後
か

ら
の
書
き
込
み
の
あ
る
出
納
の
た
め
の
文
書
が
存
在
す
る
(
李
逸
友

一
九
九
一
、
一
二
三
頁
、
司
包
ゆ
宅
密
)

0

(
お
)
「
南
墓
備
要
』
は
、
索
元
岱
の
序
に
よ
る
と
、
至
正
三
一
年
(
一
三

四
三
)
に
劉
孟
深
が
ム
叩
を
奉
じ
て
編
纂
し
た
。
『
、
水
…
楽
大
典
』
に
牧

め
ら
れ
る
本
書
は
、
至
元
十
四
年
(
一
二
七
七
)

l
至
正
二
年
(
一

三
四
二
)
と
至
正
八
年
(
一
三
四
八
)

l
至
正
十
三
年
(
一
三
五

一
二
)
の
公
文
書
で
あ
り
、
前
者
が
劉
孟
深
の
編
纂
に
係
り
、
後
者
は
、

後
に
増
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
洪
二

0
0
一
一
一
、
七
頁
)

0

(
お
)
『
廟
撃
典
雄
』
を
一
・
秀
才
兎
差
愛
一
「
至
元
十
六
年
二
月
、
漸

東
道
提
(
典
子
)
〔
血
争
〕
司
育
撃
前
件
、
検
舎
到
大
興
府
欽
奉
聖
旨
、

至
十
月
十
五
日
、
宣
慰
司
開
謹
」
。
『
元
典
章
』
典
章
二
七
・
戸
部
巻

二
一
了
銭
債
・
斡
脱
銭
・
局
、
追
斡
脱
銭
事
一
「
〔
至
元
二
十
九
年
〕
七

月
二
十
四
日
、
本
司
〔
泉
府
司
〕
少
卿
超
奉
直
沓
撃
御
賓
聖
旨
前
来
、

赴
中
圭
一
目
省
関
讃
節
該
」
0

『
元
典
章
』
典
章
二
二
・
戸
部
巻
八
・
課

程
・
崎
市
課
・
盤
法
通
例
一
「
延
祐
一
花
年
八
月
十
八
日
、
有
中
室
田
省
主
古

来
官
直
省
舎
人
、
欽
高
周
御
賓
聖
旨
開
譲
節
該
」
0

(
釘
)
註
(
国
)
参
照
。
な
お
、
例
外
と
し
て
、
『
元
史
』
巻
二
九
・
泰

定
帝
本
紀
一
の
目
頭
に
掲
載
さ
れ
る
、
蒙
文
直
諒
憶
で
記
さ
れ
た
、

印
位
の
詔
が
拳
げ
ら
れ
る
。
越
翼
『
間
以
徐
叢
考
』
巻
一
四
・
史
惇
俗

十

「
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語
及
び
『
二
ト
二
史
笥
記
』
巻
二
九
・
元
人
語
詔
旨
雅
俗
不
問
、
及

び
杉
山
一
九
九
五
、
一
四

o
l
一
四
五
頁
、
張
帆
二

O
O
二
、
二
一

七
l
一
一
一
八
、
二
一
二
頁
を
参
照
。

(
お
)
杉
山
一
九
九

O
a
(
一一一八

o
l一
一
一
八
一
頁
)
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
命

令
文
書
の
漢
語
諜
を
、
誰
が
、
ど
の
場
面
で
し
た
の
か
、
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
、
「
元
氏
豚
開
化
寺
聖
己
円
碑
」
碑
陰
の
情
報
な
ど
か
ら
、

地
方
で
も
漢
詩
が
行
え
た
事
例
と
し
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
事
例

が
一
般
化
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
黙
に
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
議

論
の
た
め
の
材
料
不
足
は
否
め
な
い
。
た
だ
し
、
杉
山
が
事
例
と
し

た
よ
う
な
、
宗
教
闘
係
者
を
護
令
封
象
と
す
る
執
把
聖
旨
な
ど
は
別

と
し
て
、
一
斉
に
全
図
各
地
の
官
府
に
迭
ら
れ
る
命
令
文
書
に
つ
い

て
は
、
や
は
り
中
央
で
漢
語
誇
が
作
成
さ
れ
た
と
み
る
の
が
安
首
で

あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
結
が
奉
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
、

各
地
方
官
府
で
漢
語
誇
を
作
成
す
る
と
な
る
と
、
行
政
上
無
駄
が
生

じ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
同
一
の
命
令
文
書
に
到
し
て
、
各
地

で
作
成
さ
れ
る
漢
語
詳
が
異
な
る
と
な
る
と
、
行
政
手
績
き
上
問
題

が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
ぬ
)
梅
原
一
九
八
六
(
二
九
七
l
三
O
六
頁
)
は
、
宋
代
の
園
都
に
お

け
る
郊
杷
に
よ
る
事
例
か
ら
、
同
様
の
視
座
を
提
示
す
る
。

(
川
叫
)
筆
者
は
、
す
で
に
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
束
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
字
史

料
と
そ
の
言
語
|
|
奮
本
『
老
乞
大
』
に
み
え
る
「
冗
的
」
「
阿
的
」

「
冗
那
」
を
手
が
か
り
に
|
|
」
と
題
す
る
研
究
報
告
(
早
稲
田
大

皐
東
洋
史
懇
話
舎
院
生
研
究
舎
、
二

0
0
0年
一
一
一
月
八
日
於
早
稲

田
大
皐
文
皐
部
)
に
お
い
て
、
蒙
文
直
諜
岨
胞
が
嘗
時
の
口
語
漢
語
に

影
響
し
た
可
能
性
と
し
て
、
命
令
文
書
の
「
開
讃
」
が
鍵
と
な
る
こ

」

と
を
述
べ
た
。
な
お
、
金
文
，
尽
氏
も
、
宮
二

0
0
三
・
二

0
0
四
の

基
と
な
っ
た
研
究
報
告
(
京
都
語
墜
サ
ー
ク
ル
二
月
研
究
合
「
小
特

集
・
翻
詳
の
文
化
史
」
二

O
O
一
年
二
月
一
一
一
一
日
於
キ
ャ
ン
パ
ス
プ

ラ
ザ
京
都
)
に
封
す
る
質
疑
に
お
い
て
、
同
様
の
見
解
を
遮
べ
ら
れ

た。

『
孝
一
経
直
解
』
や
『
老
乞
大
』
と
い
っ
た
文
献
の
言
語
的
位
置
づ

け
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
見
解
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
蒙
?
げ
人

直
誇
鑓
」
「
漠
児
言
語
」
論
争
と
い
っ
た
形
で
捉
え
ら
れ
で
も
い
る
。

こ
の
問
題
に
閲
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
は
、
宮
二

O
O
三
・
二

0

0
四
や
川
澄
二

O
O
三
が
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
上
述
の
研
究
報

告
を
論
文
と
し
て
4

公
刊
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題
に
封
す
る
見

解
を
明
ら
か
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

(
社
)
そ
の
意
味
で
、
森
平
二

O
O
四
が
紹
介
し
た
、
高
麗
使
節
の
み
た

至
元
十
年
の
大
都
で
の
儀
曜
の
描
需
は
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

(
必
)
も
ち
ろ
ん
、
モ
ン
ゴ
ル
政
権
は
、
全
面
的
に
中
園
的
櫨
制
を
採
用

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
中
園
地
域
向
け
、
漠

人
・
南
人
向
け
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
時
に
モ
ン
ゴ
ル
の
漠
化
と
し

て
簡
単
に
片
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
翠
純
化
は

避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
森
平
二

0
0
四
(
八
四

頁
)
が
活
寓
し
た
よ
う
に
、
ぃ
口
同
麗
知
識
人
が
元
に
釘
し
て
中
華
惇
統

を
継
承
す
る
王
朝
と
し
て
の
側
面
を
期
待
し
た
状
況
も
参
考
に
な
ろ

、
「
ノ
。

(
補
註
)
『
吏
朗
字
指
南
』
旨
判
の
項
に
、
聖
・
諮
・
令
・
鈎
・
台
が
列
拳

さ
れ
る
の
も
参
考
と
な
る
。
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華
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史
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蒙
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刻
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木
徳
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爾
吉
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編
)
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史
研
究
』
第
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、
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大
事
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版
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一
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五
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二
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O
O
四
「
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研
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四
回
遼
金
西
夏
史
研
究
曾
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O
O
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蒲
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究
報

庁
口二
O
O
一
一
一
『
琉
球
と
中
園
忘
れ
ら
れ
た
別
封
使
』
古
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史
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司
老
「
|
章
宗
朝
官
制
改
革
の
一

側
面
|
|
」
『
東
洋
史
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検
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史
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史
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史
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史
研
究
曾

(
編
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二
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友
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版一吐

李

治
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二
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出
版
枇
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信
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一
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五
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忽
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密
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考
」
『
和
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士
還

暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
(
『
東
西
文
化
交
流
の
諸
相
』
東
西

文
化
交
流
の
諸
相
刊
行
合
、
一
九
七
一
一
四
六
七
l
四
八

四
)

富
山
田
]
以
内
出

ou
固
め
ロ
ロ
'
。
〔
r

H
匂一凶

ωu
ト
E
H
)号
N
h
w

号
お
訟
の
~
♂
刊
誌
2
h
H
)吋
含

叫コ

3NMNb塁
、
同
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れ
や
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マ
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誌
、
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守
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寸

ro
斗門戸
H
由
円
巾
巾
印

O

H

F巾
切

口

官

印

}
H

Y
向
口
出
巾
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戸
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「
カ
ラ
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蒙
漢
合
壁
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簿
断

簡
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『
待
↓
兼
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論
叢
史
準
篇
」
一
一
一
一
一
一
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五
!
四
九
+

小
林
高
四
郎

松
井
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固
版
一

二
O
O
一
「
パ
ス
パ
字
の
制
定
|
|
モ
ン
ゴ
ル
の
文
字
政
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」
『
し
に
か
』
一
一
一
(
一
一
)
一
一
一
一
四
l
三
七

一
九
九
五
「
大
元
ウ
ル
ス
の
命
令
文
書
式
」
『
待
粂
山
論

叢
史
的
学
篇
』
二
九
一
二
五
1

五
二

一
九
九
九
「
大
徳
十
一
年
「
加
封
孔
子
制
詰
」
を
め
ぐ
る

諸
問
題
」
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中
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|
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化
』
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四
一
一
一
一
一
五
1

一
五
四

二
O
O
一
「
程
復
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書
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岡
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の
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究
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一
六
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一

1

一一一一一

二
O
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一
二
・
二

0
0
四
「
モ
ン
ゴ
ル
が
遺
し
た
「
翻
詩
」

言
語
|
|
奮
本
『
老
乞
大
』
の
愛
見
に
よ
せ
て
|
|
」

(

k

)

(

下
)
『
内
陸
ア
ジ
ア
一
言
語
の
研
究
」
一
八
一
五
一
一
一

l
九
六
、
一
九
一
一
五
七
l
二
O
九

二
O
O
四
「
『
賓
王
録
』
に
み
る
至
元
十
年
の
遣
元
高
麗

使
」
『
東
洋
史
研
究
』
六
一
一
一
(
二
二
五
八
l
九一一一

中
村
淳
・
松
川
節
一
九
九
三
「
新
設
現
の
蒙
漢
合
壁
少
林
寺
聖
旨
碑
」

『
内
陸
ア
ジ
ア
一
言
語
の
研
究
』
八
一
一
!
九
二
+
園
版
一

)
1
1

、
』ノ

中

村

裕

一

二

O
O
一
一
一
『
陪
唐
王
一
百
の
研
究
』
汲
古
書
院

内
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
・
阿
投
善
盟
文
物
工
作
祐
一
九
八
七
「
内
蒙

古
黒
城
考
古
愛
掘
紀
要
」
「
文
物
』
一
九
八
七
(
七
)
一
一

l一一一一一

仁
井
田
陸
・
牧
野
巽
一
九
二
二

松
井

太

マ人、司
V
I
I
I

お
や
日
川

節

宮

紀
子

日
記
口

紀
子

宮口

紀
子

森
平

雅
彦

「
故
唐
律
疏
議
製
作
年
代
考
(
下
)
」

」

十
大
島

杉
山

杉
山

が/ 
山

杉
山

杉
山

高
橋

田
中

立
子

『
東
方
向
学
報
』
束
，
尽
一
二
瓦

O
l
二
二
四

一
九
八
九
「
元
朝
世
租
朝
の
尚
書
省
」
『
愛
知
大
皐
論
是
正
取
』

九

O
一一
J

二
五

一
九
八
四
「
ク
ピ
ラ
イ
と
大
都
」
梅
原
郁
(
編
)
『
中
園

近
世
の
都
市
と
文
化
』
京
都
大
皐
人
文
科
事
研
究
所

(
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
図
と
大
元
ウ
ル
ス
』
京
都
大
皐
学
術
出

版
合
、
二

O
O
四
一
一
一
一
八
!
一
六
七
)

一
九
九

O
a
「
元
代
蒙
漢
合
壁
命
令
文
の
研
究
(
一
)
」

『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
五

(
L
L

掲
書
一
三
七
二
!

四
O
二
十
日
給
二
六
)

一
九
九
O
b
「
草
堂
寺
悶
端
太
子
令
己
円
碑
の
誇
注
」
『
史

窓
」
四
七
(
卜
掲
書
一
四
二
五
l
四
五
六
十
口
給
二
八
l

二
九
)

一
九
九
五
「
大
元
ウ
ル
ス
の
一
一
一
大
王
園
|
|
カ
イ
シ
ャ
ン

の
奪
権
と
そ
の
前
後
|
|
(
上
)
」
『
京
都
大
挙
文
附
宇
部
研

究
紀
要
』
三
四
一
九
二
l
一五
O

一
九
九
九
「
大
都
と
上
都
の
閲
|
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居
庸
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北
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を
め
ぐ

る
小
事
件
よ
り
|
|
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磁
波
護
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究
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者
)
『
中
園

歴
代
王
朝
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市
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理
に
関
す
る
総
合
的
研
究
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平
成
八

年
度
!
一

0
年
度
科
卒
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
A

1
)
研
究
成
果
報
告
書
(
課
題
番
競

O
八一一一

O
一
O
一一一

五
)
(
卜
掲
書
一
一
六
八
l
一
八
六
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一
九
九
一
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太
宗
オ
ゴ
デ
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発
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年
皇
帝
聖
己
円
誇
注
」

『
追
手
門
型
院
大
向
学
文
同
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部
紀
要
』
二
五
二

1

一八

二
0
0
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『
田
中
謙
二
著
作
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』
第
二
巻
、
汲
古
書
院

正
明

正
明

正
明

正
明

正
明
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五
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滋
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史
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四
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史
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究
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二
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九
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中
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編
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史
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|
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績
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史
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一
五
l
一
六
年
反
文
部
科
目
学
省
科
事
研
究
費
補

助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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お
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本
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概
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ま
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究
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の
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の
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機
舎
を
得
た
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こ
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ら
の
席
上
で
有
盆
な

ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
氏
に
感
謝
し
た
い
。
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the Donghuamen road below the Jinglongmen, and an all-night market was given 

special pennission to operate. The joint participation of the ruling class, including 

Huizong, and the common people in this ceremony was devised to heighten 

consciousness of prosperity of the realm and the authority of Huizong and the 

Northern Song regime. 

ON THE PROMULGATION OF WRITTEN EDICTS 

IN THE YUAN PERIOD 

FUNADA Yoshiyuki 

The age of Qubilai was a turning point in the bureaucratic administration of 

Mongol rule that controlled the better part of Eurasia in the 13th and 14th century. 

While carrying on the system that he had inherited, Qubilai advanced the 

establishment of system of bureaucratic administration in one stroke by fonnalizing 

written edicts in the Mongol language, and a style of Chinese meta-phrased from 

Mongolian ~Jtrn:~nl, systemizing the 'Phags pa script, and establishing a 

system of instruction for language and writing. In other words, he constructed the 

unique bureaucratic administrative system of the Mongols in which the edicts of 

the qayan, called shengzhi ~ §' in Chinese and jarliy in Mongolian, which were 

uttered in Mongolian, crowned the hierarchy that encompassed the complex 

Chinese system of official documents. This study focuses on the act of 

promulgation, unsealing and reading out the edict, kaidu Im~i, an important step 
in carrying out bureaucratic administration. The act of kaidu dealt with in this 

study refers to the unsealing and proclamation of written words such as the 

qayan's edicts at their place of proclamation. 

In this study the fonn and procedures of the act of kaidu as well as its 

historical context have been considered, and the following matters have been 

clarified. The regulations of the ceremony and procedures of the promulgation of 

zhaoshe llBifft as the qayan's edict of arrmesty was called in Chinese, have been 
verified, demonstrating that personnel well versed with the Jin system were 

involved at the stage of creation, and the contents generally mimicked those of the 

Jin of system. This type of system consolidation was a part of the nation building 

developed on a wide scale following the enthronement of Qubilai. I have made 

clear the specific aspects of the procedures of the ceremonial program of which 

the kaidu was a part, including the fact that personnel of the local government 
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office ~*~.1'f J7t would exit the city one day prior to the arrival of the emissary 

dispatched with the edict of amnesty or other sacred edict, escort him into the 

government office within the city to conduct the ceremony. At the same time, 

through the documents excavated at Qaraqota (Heicheng) I have been able to 

reconstruct the procedures of those who received the emissary. I have made clear 

as regards the procedures for disposition of the document that following the kaidu 

ceremony, that it had been proclaimed was recorded on the document, and that it 

was place in the jiageku ~M~, the official depository for official documents. 

Furthermore, I have indicated the issues and outlook for the future study as 

regards the place of the kaidu in a multi-lingual society and the bureaucratic 

administrative system. 

A CONSIDERATION OF THE PHRASE YIXIN YIDE: THE LOGIC OF 

POLITICAL LEGITIMIZATION IN THE QING DYNASTY 

TANH Toshihito 

Yongzheng-di, the fifth emperor of the Qing dynasty, frequently employed the 

compound yide yixin -{-\!!;-{" The phrase originates in the Classic of History 

where it was used to signify the unity of the mind and virtue of the sovereign and 

subjects. However his fondness for this term was not simply due to the fact it 

came from one of the classics, but that it corresponded with the traditional 

Manchu view of the sovereign. In Manchu there are expressions emu mujilen (one 

mind) and mujilen emu ombi (unity of minds) that signify the unity of people. 

When Yongzheng-di used the concept emu mujilen, he employed the expression 

from the Classic of History. That at the same time he also used the expression 

yixin yide -JL'-l~, which is not found in the classics, is proof of this. Based on 
the above, the author has confirmed the fact that Manchu word mujilen {, is a 

key to understanding the logic of the Qing despotism. 

The general ethics was expressed by Manchu people with the phrase tondo 

mujilen i niyalma (correct minded people). It was Nurhaci who first consciously 

used the term for political legitimization. Thereafter, various Manchu rulers 

advocated their own logic of legitimization, but the concept of tondo mujilen i 

niyalma remained fundamental. Han ethical principles were also revised on the 

basis of Manchu thought, emphasizing mujilen and understanding. This study 

examines how the word mujilen was used from the time of Nurhaci to Yongzheng-

- 59-

L 

Ii 


	103667PS00
	203667PS00
	303667PS00
	403667PS00
	503667PS00
	603667PS00
	703667PS00
	803667PS00
	903667PS00
	1003667PS00
	1103667PS00
	1203667PS00
	1303667PS00
	1403667PS00
	1503667PS00
	1603667PS00
	1703667PS00
	1803667PS00
	1903667PS00
	2003667PS00
	2103667PS00
	2203667PS00
	2303667PS00
	2403667PS00
	2503667PS00
	2603667PS00
	2703667PS00
	2803667PS00
	2903667PS00
	3003667PS00
	3103667PS00
	3203667PS00

